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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本書の内容はフィクションであり、登場する団体・店名・人物などの名称はすべて架空のものです。








◆１日目




　家出少女らしきものを拾った。




　本当なら「保護した」と言わなければいけないんだろうが。

　首から『拾ってください』なんて書いた札をさげていたら「拾った」と言わざるをえない。

　彼女はコンビニの煙草の自販機の隣に立っていた。どこかから拾ってきたダンボール製の手作り札を首からさげて。マジックで書かれた文字がやたら整っているのが印象的だった。

　俺、比良ひら克樹かつきはコンビニまで煙草と今日の夕食を買いに来た。

　最初は誰かを待っているのかと思ったが、持っている札の文字が目に入って思わず半歩くらいあとずさりしてしまった。

　が、見知らぬ少女に怯んで煙草が買えなかった、なんて情けない気もする。

　だからできるだけ見ないようにして煙草を買った。

　……横からの視線がきつかった。

　そばに行って初めて気づいたが、少女はけっこう小さかった。身長もだけど胸も。段ボール札以外に持っているものはなにもなかった。

　声くらいかけられるかも、なんて思ったがとくに何事もなく煙草を買い、俺はコンビニの中に入った。

　肉と油多めの明らかに健康に悪そうな唐揚げ弁当をつかんでレジに並ぶと、透明なガラス窓の向こうでさっきの少女がおっさんに絡まれているのが見えた。

「なにやってんだか……」

　知り合いだろうか？　いや会話は聞こえないがそんな気はしない。

　だけど助けようとする人間は見当たらない。

　少女の反応が気に入らないのか、おっさんのテンションがどんどん上がっていく。まぁしかし、ああいうタイプはどんな反応を返しても勝手に不機嫌になるものだ。おっさんの拳が握られるのも見えた。

　仕方ねーな。

　コンビニを出るときに、さっき買った弁当の袋をおっさんの後頭部に軽くぶつけた。

「こら、おっさん。いくら夜だからって24時間営業の店の前で暴力行為におよぼうとしてるんじゃねーよ」

「い、いや、僕はですね、このお嬢さんが危ない目に遭わないかと思って叱りつけていただけで……」

「……お知り合いですか？」

「いえいえいえ初対面です！　ぼ、ぼ、僕にはぜんぜん関係ありません！」

「へー！　知り合いでもない人間を叱りつけるなんて、なかなかできることじゃありませんよー！　しかしですねー、最近は勘違いされやすい世の中ですからこういうときは警察に来てもらったほうがいいんですよ？　呼びましょうか？」

「や、ぼ、僕はいろいろと忙しいから君に任せるよ、それじゃ！」

　おっさんは頭を手で押さえながら転がるように走り去っていった。

　ばーか。ヘタレ。帰り道で頭のヅラ落として泣け。

　……さてと。

　俺はあらためて少女のほうに向き直った。

　やっぱり小さい。無地のブラウスにロングスカートというどこかの学校の制服のような恰好。きれいに切りそろえられた腰までの艶がある黒髪。外見だけはいかにもな優等生だ。

　家出少女かもしれないが平気で身体を売るようなキャラにも見えない。

「おまえもさ、こんなところでつっ立ってなきゃおっさんの人生を狂わせることもなかったんだから。もう家に帰りな」

「はぁ、でも大丈夫ですよ」

　少女は淡々と言い放った。

　お礼を言うというより「よけいなお世話だ」と言外に匂わせているような気もする。

「なにが」

「18歳ですし。それにレイプされてもバレなきゃ犯罪になりません。被害者が訴えなければいいのでしょう」

　いやいやいや、バレなくても犯罪だろう。

「家の電話番号は？　保険証も持ってない？」

「ありませんよ。わかりませんか？」

　くい、と札を見せつけられた。

　いや、わかんねーよ。

　言いたくなる言葉をぐ、と飲み込み、俺は別のことを聞いた。

「携帯電話も？」

　電話があれば家の電話くらい登録しているはずだ。履歴をたどって知り合いに連絡するのもいい。

「そのようなものは生まれてこのかた一度も持ったことありません」

「へー……」

　まぁ、そういう家もあるか。

　だからこそ家出したとも考えられる。

　箱庭育ちのお嬢様が初めての反抗期を迎え、自分なりの家出をやってみるがどこかずれてしまっている、と考えると納得できるような気がした。

「でも名前ならあります。麻友まゆと呼んでください」

　麻友、と言いながら字のほうは段ボールの裏に指で文字を書きながら教えてくれた。

「苗字は？」

「さぁ？」

「…………」

　やばい。なにがどうとは言えないけど、とにかくやばい。

　扱い方がわからねー。説明書どこ？

「べつに拾ってくれないのなら用はありません。もしかしたらさっきの人、戻ってくるかもしれませんし」

　わずかに俺に向けていた視線をそらし、少女、麻友はコンビニの駐車場の真正面を無表情に、無感情に見続けた。

「あのなー、さっきのおっさんは明らかにおまえの身体目当てだろうが」

「かまいませんよ。世の中ってそういうものでしょう。ギブアンドテイク、ウインウインの関係です」

　ウインウインってそういう意味だっけ？

　どうやらここで札を持って立っているのは勘違いさせる意味もあったらしい。

「罰ゲーム、じゃなさそうだな」

「違いますよ。私の意志です」

「でもな、おっさんは戻ってこなくても警察は呼ばれるかもしれないぞ。ほら、店員がこっち見てる」

　俺はガラスの向こうでこっちを迷惑そうに見ている店員を指差した。

　といってもレジの方向からは麻友が持っている段ボール札は見えない。待ち合わせしている少女としか思われてないかもしれない。それにさっき絡まれているときも見ないふりをしていた。

　通報なんてたぶんしないな。

「それは……困りましたね」

　本当に思いつかなかったのか、麻友は途方にくれたような声を出した。

「それでは場所を移動することにします」

　どこかへ歩きだそうとした麻友の肩を思わずつかんでしまった。

　細くて小さくて、強く握れば壊れてしまいそうな肩だった。

「いやいやいや、場所移動すんなって」

　コンビニの前ならともかく、ほかの場所に行かれたら本当に犯罪に巻き込まれかねない。

「ったく……家来るか？　散らかってるけど使ってない部屋ならひとつあるから」

　正確に言えばふたつなんだが。

「なるほど、そういうことですか」

　なにがなるほどなんだ。

　理由を説明する気はないのか、麻友は勝手にふむふむと納得していた。

「飯は？」

「もう食べました」

　本当か？

　とは思ったものの聞かないことにした。なにより面倒くさい。

「……案内するよ。近くだから」

　俺がそう言って歩きだすと、麻友はおとなしくうしろについてきていた。少し安心しながらアパートに向かった。

　コンビニから５分ばかり歩けばすぐにつく、古い木造２階建てのアパートに。

　２ＤＫで風呂、トイレは別。ただし築30年。改築を重ねているせいか意外と防音はしっかりしている。だがどことなく埃くさいし、外から見れば小汚いプレハブの倉庫にも見える。

　高校卒業して大学にも行けず、フリーターになるしかなかった俺でも払えるくらいに家賃は安い。

　階段を上りながらうしろを見た。変わらず麻友はうしろにいた。

　逃げるかな、まぁ、逃げたほうが面倒くさくなくていいんだけど、そう思いながら俺は自分の部屋の扉を開けた。

　麻友は逃げなかった。その代わり。

「わー、とても汚いですね。人が住むところとは思えません」

　などと言ってくれた。

　目の前にゴミ袋の山が積まれてるんだから言われて当然か？　臭いかもしれないが、ここで寝泊まりしてるからすっかり慣れてしまった。玄関と廊下の境目なんてとっくの昔に埋もれて見えなくなっている。

「素直な感想ありがとう」

　とてもかたづいてますね、なんて明らかな嘘よりかは気持ちいい。

「床見えるとこあるだろ。そこだけが安全地帯だ。それ以外のとこを踏んで怪我しても知らん」

「刺激的な生活ですね」

「まぁな」

　一回包丁を踏みそうになったことがあるしな。

　ゴミの山を乗り越えて、本来ならキッチンと呼ばれる場所にたどりついた。開きっぱなしのソファベッドがある、ここが俺の生活スペースだ。

　俺はゴミ袋の山兼荷物置き場にバッグやコンビニの袋を適当に投げ置いた。

「あっちの部屋、物置代わりになってるから。散らかってるけどいろいろどかせば寝れるだろ。布団もそっちにあるし。トイレと風呂はあっち」

　すぐそこにある襖を指差しながら教えた。そっちにあるのは和室だ。本当なら２室ぶんだからかなり広いはずだ。……使えるスペースは１畳ぶんもないだろうが。

「ありがとうございます。それでは」

　なのに麻友は移動するどころか、ブラウスのボタンに手をかけてあっという間にすべて外し、ブラウスを脱ぎ捨てた。

「ちょ、いきなりなに脱ぎだしてんだよ！」

「だってこういうことするため、でしょう？　私に声かけてきた人を追い払ったのもこういうことするため」

　あー、コンビニで言った「なるほど」って『なるほど、あなたが私の新しい客なんですね☆』のなるほどかよー。

　麻友が小さい身体で俺を見上げる。

　白い肌に薄いピンクの無地のブラ。胸はそんなに大きくなく、手のひらで包めば覆えてしまえそうだ。肉というものはあまりついていないのにところどころが少女らしい丸みを帯びている。




　いつものゴミだらけの生活空間のなかに半裸の少女が立っている。




　ひどい幻覚を見ているようで、それだけで理性が吹っ飛びそうだ。




　慣れてるんだろうか。ならいいんだろうか。いやよくないだろ。

　と思いつつ肩に両手を置くと……震えていた。

「……おい、震えてるぞ」

「……寒いんですよ」

　ここで凍えるんならとっくの昔に凍死してるわ。むしろ夏がすぎたばかりだから外で全裸で寝てもせいぜい風邪をひくくらいだ。

「じゃあ服着れば」

「残念なことに、私の服はこれしかないんです。だから汚されると困るんですよ。着たままがいいのでしたら服の代金をいただくことになりますが」

「そういうことじゃなくって……」

　俺はそこらへんにあった毛布を麻友に放り投げた。

「寝ろ。俺は明日早いから寝る。騒いで起こしてみろ、即叩き出すからな」

「……くさいです」

「文句言うな。家なき子」

　ソファベッドに寝転がってうしろを見ないようにした。

　しばらく明らかな寝たふりをしていると、背中に「ごめんなさい」と小さく声をかけられ、襖が開いて閉まる音がした。

　「ありがとうございます」じゃないのか。どっちでもいいけど。




　なにか忘れてる気がした。





◆２日目




　４時にセットしておいた携帯のタイマーが鳴った。

　まずは習慣になっている目覚めの一服。枕もとの紙箱とライターを探って火をつけた。

　腹が減りすぎて頭がくらくらする。

　秋になったばかりだがさすがに外はまだ暗い。ゴミの散らばる床を勘を頼りに歩いてトイレへ行った。ヒゲはなかなか伸びないほうだから目立たないかぎり放置。

　なに食べようか、と思いながらリビングに戻ると、和室の襖が小さく開き、

「おはようございます」

　と、三つ指ついた麻友が顔を出した。

「うぉっ」

　少しびびった。

　家出少女を連れ込んでることなんてすっかり忘れてた。そして弁当食うのも忘れてた。どうりで腹が減ってるわけだ。

　ゴミ袋と一体化しかけていたコンビニの袋の中から、すっかり冷えきった唐揚げ弁当を取り出した。

　朝から油ものか……腹減ってるからいっか。

　弁当を食べていると横からの視線を感じた。

「……腹減ったの？」

「いえ、朝から脂っこいもの食べて平気ですね、と」

「ほっとけ」

　こいつはメシはどうするんだろう。

　昨日は食べたと言ってたが。

「ほれ」

　唐揚げを箸でつまんで目の前に持っていった。

「なんの儀式ですか？」

「ちげーよ、口開けろ。あーんだ、あーん」

　小さく口を開けたままにしていたから無理やりねじ込んでやった。

「朝から脂っこいもの食べて平気なんだな」

「……あなたが食べさせたんじゃないですか」

　むぐむぐと噛んで飲み込んでから麻友はぼそっとつぶやいた。

　俺はゴミ袋と融合しかけていたバッグの中から鍵を取り出し、麻友に放り投げた。

「帰るんなら鍵かけていけよ。かけたら新聞受けから放り込んでおけ。もし腹減ったんならそこの段ボール箱の中にカップ麺入ってるから。家の中のものなら勝手に使っていいぞ」

「はぁ」

　聞いているのか聞いていないのかわからない返事をする麻友。

　俺はそのままアパートに麻友を残しバイトに出かけることにした。

　まだ名前しか知らない少女を部屋の中に残すのは、どう考えても無用心なことだ。残した俺が考えることじゃないかもしれんが。

　だけど俺の部屋の中には貴重なものなんてほとんどなかったりする。通帳も財布も常に持ち歩いている。自衛のため、というよりただ面倒くさいから。

　つか持ち歩くのも面倒くせー。





＊






　……生きるのは面倒だ。




　働かないと食っていけない。

　食わないと生きていけない。

　他人をほめないと生きていけない。

　他人を蹴落とさないと生きていけない。




　全部面倒くさいことだ。

　意味なんて聞かれてもきっとないと答え、将来になんの結果も残さないようなバイトを繰り返して、ただ生きている。

　今日は朝から倉庫で働いて、終わった足でドラッグストアに行く。適当に挨拶をして適当に仕事をする。全部適当、超適当。

「ねー、比良くん比良くん、これからあそぼーよ」

　休憩中、俺と同じシフトで配属された本田さんが話しかけてきた。明るく人懐っこい女子短大生。麻友とはまったく違うタイプだ。

　そして俺はこういうタイプが苦手だ。

　悪意もなくこっちが来てほしくない境界に来るから。

　俺は誰とも深く関わりたくない。

「今日はちょっと……用事あるんで」

　用事があるというか、部屋に残してきた麻友のことが気になる。盗まれるものなんてなにひとつないが、やはり自分の部屋に誰かいるかもしれないというのは落ち着かない。

「えー、なんかいっつもそうじゃん。顔いいのに付き合い悪いなんてもったいないよ？　お金ないなら比良くんち遊びに行こうか？」

「それは本当に勘弁してください。足の踏み場ないですよ、うち」

「あはは、先月に出し忘れたゴミ袋があるとか？」

「半年前のなら」

　明るい笑顔を振りまいていたはずの本田さんの顔が凍りつき、急に真面目なものになった。

「……比良くん、うち、食品も扱ってるの知ってるよね……？」

「薬もあるでしょう。完璧です」

　なにかに誘われるどころか「さっさと部屋帰ってそれ捨ててきなさい！」と仕事もそこそこに追い出されてしまった。ラッキー、……と言っていいものやら。





＊






　ほんの少し早い時間だが、俺はアパートに戻ることができた。

　ちょうど午後４時。この季節だとまだ昼間だ。なのに外から見ても俺の部屋に誰かいるのはわかった。

　なぜなら狭い窓が開いて洗濯物が揺れていたから。あそこに洗濯物が干されるなんていつぶりなんだ。もしかしたら初めてなのかもしれない。

　それよりまだ帰ってないのか。

　俺はアパートの階段を上って自分の部屋の扉を開けた。

「……おーい、まだいるのか……」

「お帰りなさいませ、ご主人様」

　帰った瞬間の第一声。どこのメイドだ、おまえは。

「ご主人様じゃねーし」

　しかも部屋の中がやたらきれいになっていた。玄関から台所まではゴミの山が積まれているはずだったのになくなっている。ひさしぶりに磨かれた床という存在を見た。

　全部はさすがに無理だったのか、整理されているのは台所周辺だけだ。和室のほうはよく見てないがほとんどそのままだ。そっちすればいいのに。

「ところでご主人様」

「だからご主人様じゃねーって。俺は」

　そこまで言ってまだ名前を教えてないことに気づいた。

「比良克樹。好きに呼んでいい」

「ご主人様」

「いや、ご主人様はやめろ」

　しつこい。

「好きに呼んでいいって言ったのに……」

　麻友は小さく口をとがらせてすねた。本当に呼びたかったのか？

「名前で呼べ、名前で」

「それでは克樹さん」

「お、おう」

　よりにもよって下の名前か。普通、苗字じゃないのか。

　好きに呼べって言ったのは俺だが。

「どうやらこの家にはカップ麺とビールとお米以外の食料はないようですね。克樹さんのお身体のことを考えると心配で心配で、やはり若いといっても」

「結論から言え」

「金を出せ。いえ、お金を少々いただきたいのですが」

「……いくら？」

「そうですね、多ければ多いほど個人的にはうれしいのですが……１０００円ほどでどうでしょうか」

　意外と少なかった。

　掃除の報酬としてもっと要求されるかと思ったのに。

　俺は財布から１０００円札を取り出し、麻友に渡した。麻友はそれを丁寧に折り畳み、ポケットの中へと差し込んだ。

「それではお留守番よろしくお願いしますね」

「あー、うん、いってらっしゃい……」

　帰ってくるつもりなんだな、と複雑な気分で見送った。

　30分くらいすると近所のスーパーの袋を持って帰ってきた。

「おかえり」

　帰ってきたから一応声をかけておいた。

「………………ただいま、です」

　ためらいがちに言われた。そりゃ自分の家じゃないから慣れないか。

「これお釣りです。それではすぐできますから待っててくださいねー」

　麻友はどこかから取り出したエプロンをつけて……どこにあったんだ？　磨かれたばかりの台所で料理を始めた。




　なにかの歌を口ずさみながら野菜を切る麻友のうしろ姿。エプロンの紐がなにかの生き物のようにぴょんぴょんはねている。コトコトと音を立てて煮えている鍋。




　なじみがなさすぎてどれも落ち着かない。




　そっと煙草に手を伸ばしたら……。

「ダメですよ」

　振り向いてもいない麻友に言われた。

「料理中に煙草なんか吸われたら材料に煙草の匂いが染みちゃいます」

「……あー、うん」

　煙草で心を落ち着かせることもできない。

　……つか、なんでわかったの？

　30分もすぎてないはずなのに、３時間くらいすごしたような気がした。

　小さなちゃぶ台の上には味噌汁に肉じゃがと焼き魚という俺にとってはかなり立派な夕飯が並んでいた。

「ごはんも炊いてますからねー」

　しばらく使っていなかった茶碗に真っ白な飯が盛られて俺の前に置かれた。

　箸でじゃがいもをつまんで口に入れると、うまかった。

　麻友も俺の向かいに座ってにこにこと箸を動かしている。なんでうれしそうなの？

　いつもの俺ならコンビニ弁当とビールとつまみで夕飯をすませてしまうから、夕飯と煙草だけでも１０００円は超えてしまう。

　おまけに掃除までしてくれるならこいつがいてもいいのかもしれない。

　……んなわけないか。

「ごちそーさまっと。じゃあ食べ終わったし……警察行くか」

「ええ……っ!?」

　茶碗を空にしての俺の言葉に、麻友は口に手をあてて目を見開いた。まるで末期の癌か世界の終わりでも告げられたような顔。なぜにそんなにショック受ける必要があるか。

「捜索届とか出てるんじゃないのか」

「あ、その心配はいりませんから」

　だから大丈夫ですよ、ね？　と言わんばかりに麻友はほほえんだ。

「まぁ、いろいろ事情はあるのかもしれないけど……」

　突っ込んで聞くのも面倒くさかった。

　それに俺だって家出じゃないけど似たようなものだ。

「お邪魔ですか？」

「べつに」

　むしろ掃除をやってくれたのはありがたい。

　調子に乗りそうだから絶対に言わんが。

「よく知らんが、帰りたくないなら帰りたくないでどっかに保護してもらったほうがいいんじゃないのか？」

「じつはですね……私の母は天使なんです。１０００年における天魔戦争を経て、天界の姫である母と魔界の王が結婚することで戦は鎮まりました。ですが人間界に封じ込められた邪神が復活してしまうので、選ばれた戦士として私が」

「そういうのいいから」

「そうですか？　このあと文庫本10冊くらいの超スペクタルドラマが始まりますのに」

　やがては映画化です、と拳を握りしめて麻友は熱く語った。

　えーっと……そういう話だったけ？

「ですが、いつまでもお世話になるわけにはいきませんし……昨晩から１週間、今日から６日でどうでしょう。１週間、克樹さんのお世話をします。お掃除から食事の用意まで、もちろん望むのでしたら夜のお世話も」

「震えてたくせに」

「あれは寒かったからです」

　まだ言うか。

「まぁ１週間くらいなら」

　自分から連れ込んで追い出すのも気がひけたが、いろいろ首を突っこんで世話するのも面倒くさかった。

「ありがとうございます。それでは食べ終わりましたことですし、さっそくしっぽり大人の時間を……」

「食器洗え！　風呂掃除！　それから寝ろ！」

「えええー……ご主人様、横暴すぎます……」

　横暴と文句をつけられてしまったが、麻友は俺が言うとおりに食器を洗い、風呂場に向かった。ブラシをこする音とシャワーで浴槽を流す音が聞こえてくる。

　そして俺は食後の煙草をのんびりと吸った。

　麻友は風呂場から戻ってくるとまだ片づけきれていない台所周辺のゴミを移動し始めた。

　俺の背後でちょこちょこと働いている昨晩までは知り合いじゃなかった少女と、寝転がりながらぼーっと煙草を吸ってる俺。

　……あれ、なんか俺ってクズじゃね？

　なにか手伝ったほうがいいんだろうか。面倒くさいけど。

「克樹さん。お風呂沸きましたよ、どうぞ」

「あ、ああ……」

　にこにこと麻友がタオルを差し出すものだから、俺はそのまま風呂場に向かった。

　いつもはシャワーですませているからお湯をためるのはひさしぶりだ。……掃除したのも何カ月ぶりなんだろう。相当汚かったはずだろうに。

　まるで他人の部屋に来てしまったかのように落ち着かない。

　面倒なことなんてなにひとつないはずなのに、面倒くさい。

　なんでだ。

「おまえも入れよ」

　風呂からあがって、なぜか和室の布団の上で正座をしている麻友に声をかけた。電気はどこの部屋もついていなかった。

「眠らずに待っててくださいね？」

「いや、寝るし。明日超早いし。おやすみ」

　台所のソファベッドを開いて俺は毛布を頭まで被った。

　昨日と同じようにとくに手を出されることもなく、背後の気配は足音も立てずに風呂場に向かった。

　本当に早いから寝るか。

　目を閉じてできるだけ早く眠ろうと思ったのに。

　まず小さな衣擦れの音が聞こえた。そして風呂場が開く音。お湯が流れる音に、洗面器が軽くぶつかる音。

　…………。

　……落ち着かない。

　いやいや、べつにこれからなにかあるわけじゃないだろ。

　ぎゅ、と目を強く閉じると、よけいに耳に集中してしまう。おかげでなにをやっているのか想像できる。

　ああ、いま髪を洗ってるな。そして流した。今度は身体か。

　昨晩見た半裸の姿や、さっき見たエプロン姿のうしろ姿が強く思い出され、白く細いうなじに黒髪がはりつく姿や小さな胸のあいだを水が流れるところまで頭に浮かんできてしまい……。

「……うぁっ！」

　小さくうめいて俺は起き上がった。

　だ、ダメだ、そんなもの想像したらますます寝られなくなる！

　羊だ、羊を数えるんだ、羊が１匹、羊が２匹……。

　２００匹くらい数えたところで風呂場の扉が開く音が聞こえた。ひた、ひた、と裸足で歩く音が響く。気配は襖の前で止まり、静かに中に入っていった。

　俺は勝手に飲み込んでいた息をゆっくりと吐き出した。




　１週間、正確にはあと６日か。

　……慣れれば大丈夫だろうか。




　なんて思ってたら襖が開く音がした。とたんに、どっ、どっ、と痛いくらいに動き出す心臓。気づかれないように息をひそめるのに必死だった。

　トイレか？　トイレだよな？

「……隣、寝てもいいですか？」

　布団らしきものをひきずる音と一緒に麻友は眠っているはずの俺の背中に聞いた。

「……襲わないなら」

「襲うとしたら克樹さんのほうでしょう」

　いや、どう考えてもおまえのほうだろ。

　でも口ではいろいろ言ってるけどこいつは夜這いなんてできる性格じゃないと思う。

　さっき想像してしまった風呂場の姿は無理やり頭の中から追い出した。

　麻友は和室から持ってきた布団をソファベッドの隣に敷き、俺の隣に寝た。さっきよりも近くにいるはずなのに、俺の心臓は平常と同じように動きだしていた。

「克樹さんはどうしてひとり暮らししてるんですか？」

　毛布の向こうから小さく声をかけられた。

「どうしてって……とくに理由なんてないけど」

「だって克樹さん、すっごい面倒くさがりだからひとり暮らしなんて向いてませんよ」

「いろいろあるんだよ、いろいろ」

「ないって言ったくせに」

「うるせー、寝ろ」

　むぅ、なんて不満げな声のあと、麻友はためらいがちに俺に聞いた。

「……克樹さんには家族いるんですか？」

「いるさ。……いたな。親父がよその女に手出して、妊娠させちゃって、それでいろいろ金とか必要になって……親父は女と逃げて行方不明だし、かと思えばおふくろも男作って帰ってこないし。だから大学にも行けなくなって……」

　ってなんで俺はこんな話をしてるんだ。

「……めんどくさ……」

　ごろんと横に転がった。

　またも「ごめんなさい」と背中につぶやかれた。




　それがおまえの寝る前の挨拶なの？





◆３日目




　４時少し前、味噌汁が煮える匂いで目が覚めた。

「おはようございます。昨日の残りですけど、いいですよね？」

「ん……」

　いいも悪いも俺は気が向いたときにしか食べない。

　だからトイレに行ってヒゲを剃ってきたあとにちゃぶ台の上に並べられていたら食う気分にしかなれなかった。

「たくさん食べてお仕事がんばってきてくださいね」

「お、おう……」

　山のように飯が盛られた茶碗を受け取った。

「あ、今日は昨日より早く帰ってくるから」

　だからどうするって話でもあるが。

「はい、わかりました」

　にこにこと麻友はうなずいた。




　おまえは俺のなんなんだ。

　つか、俺は家出少女となにやってるんだ。




　むず痒くて、落ち着かなくて、面倒くさい。




「いってらっしゃいませー」

　手を振る麻友に見送られて俺はアパートを出た。

　こんなのがあと５日も続くのか。慣れれば大丈夫、なんて思ったが慣れそうにもない。

　なんで家出少女なんて拾ってしまったのか。

　あのとき声なんてかけるんじゃなかった。

　いままでと同じように、誰とも深く関わらず、適当に自分が生きるだけの最低限の付き合いだけしておけばよかった。




　どうして俺は麻友に声をかけたんだ。




　……そんなことはよく考えなくても自分がいちばんわかっていたし、考えたくもなかった。




　１週間だ、１週間。正確には今日を含めてあと５日。

　５日後には前と同じ、誰にも気を使わない面倒くさくない生活が戻ってくる。

　もし出ていきそうになかったら今度こそ追い出せばいい。
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　午前中のバイトを終わらせてアパートに戻った。

　部屋の窓からまたも洗濯物が揺れているのが見えた。また洗濯したのか。そんなにするものあっただろうか、と思ったが……たくさんありそうだな。できるだけ見ないようにして俺はアパートの階段を上り、ドアを開けた。

「お帰りなさい、あ、な、たっ」

　ドアの向こうにはエプロン姿の麻友が立っていた。間違えた、エプロンだけ着た麻友が立っていた。

「うわああっ」

　思わずドアを閉めた。

　な、なんだったんだいまのは……。

「もー、あなたったら仕事先に忘れ物でもしたの？」

「その恰好で出てくるな！　入る、入るから！」

　ドアを開けて平気な顔で出てこようとするから俺は麻友の肩を押して部屋へと押し込んだ。

「せっかくマンネリ化を解消しようと思いましたのに……」

「出会って３日目だろーが、なにがマンネリするってんだ。いいから服を着ろ」

「そうしたいところですが、私の服は現在外に干してまして。いえ、濡れた服が肌にはりつくところを堪能したいというのなら着ますが。あ、大丈夫ですよ、ちゃんとタオルで隠して干してますから」

　頭痛くなってきた。

「……これ着てろ」

　こめかみを押さえながら押入れからズボンと長袖のシャツを取り出して麻友に渡した。

「サイズ大きいです」

「あたりまえだ」

「なるほど、彼シャツ」

「勝手に言ってろ」

　最初は清楚なお嬢様だと思ったのに、なんだこのキャラは。

「そういえば下着は？」

「一緒に干してます。もうすぐ乾くと思いますが」

「最初に着てたやつだけか……買ってこないといけないな」

　俺にはよくわからないけど生理用品とかもいるんだろうか。

「金やるから買ってこいよ」

「いいんですか？　どうせいなくなる子のですよ」

「どうせあってもろくなことには使わねーよ」

　麻友が本当に１週間いるというのなら、下着くらい普段使っている食費なんかよりはずっと安い。

　絶対に言わんが。

　財布から金を出そうとして気づいた。

「……ってそういや俺も煙草切らしてたんだ。一緒に行くしかないか」

「下着なしで一緒に歩くなんてドキドキしますね」

「下着はつけろ。乾いてなくても」

「……横暴です……」
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　俺たちはスーパーに行くために外を歩いた。

　シャツとジーンズの袖を大きく折り曲げて、麻友は俺の隣を歩く。

　通りすがりの何人かが好奇心の視線を投げてくる。そりゃいかにも隣の彼の服を着てますって感じだもんな。

　でもこっちは腕に絡みつこうとする麻友を追い払うのに忙しくてにらみ返すことしかできない。

　駅前のスーパーに行こうとしたら、本当に強く腕を引っぱられてしまった。

「あ、あの駅前に行くんですか？　昨日はあっちの店に行きましたし、あっちのほうが野菜も安いですよ」

　あっちと言いながら、麻友は駅前とは逆の方向を指差した。たしかにあっちにもスーパーはある。野菜が安いかどうかは普段行かないからわからん。

「あっちは下着がないだろうが」

「でも……」

　明らかにうろたえている。まるで駅前には行ってほしくないような……。

　……ああ、なるほど。

　こっちに住んでいたわけか。

　持っているものなんて段ボールの札以外なにもなかった。つまり所持金もなく遠くに行くことなんてできない。もちろん電車やタクシーに乗ることさえも。

　そんなことに気づかないふりをしたまま、俺は駅がある方向に向かった。

　俺の袖を軽くつまんだまま黙って歩く麻友。顔はずっと黒いアスファルトを見ている。さっきまでの様子が嘘のようだ。

「ほれ、着いたぞ」

「え、ええ、そうですね」

　スーパーの前についても俺が声をかけるまで顔を上げようとしなかった。

　だけどやはり行き慣れているのか、迷うことなく下着売り場に向かった。財布を渡すとワゴンの中のものを見ないままつかんでレジに行き、俺のところに戻ってきた。

「いいのか、それで」

「いいんですよ。それとも黒のレースなんかがお好みだったりしますか？」

「べつに。食料買いに行くぞ」

　俺は野菜なんて買ったことないから全部麻友に任せた。麻友はカゴの中に食べ物をさっさと放り込んで５分以内に買い物を終わらせた。なのに１０００円を超えてなかった。

　とくに文句はない。

　とくに文句はないんだがな。




　期待しているなにかが起こらなくてつまらない。




「克樹さん、早く帰りましょう」

「あ、ああ」

　出口へ早歩きで向かう麻友の足が止まった。

　明らかに一方向を見ないようにしている。

　やっと知り合いのご登場か。できるなら声をかけてそのまま家族へと引き渡してもらいたいものだ。

　なのにいつまで経っても麻友に声をかける人間はいなかった。

　だけどひとり、ただひとり。

　麻友と同じように、麻友がいる方向を見ないようにしている人間がいた。地味なカーディガンとスカートを着た若いような、年寄りのような、年齢不詳の女性。

　見ただけで麻友とはどんな関係かわかった。ふたりとも同じ素振りをしているからよけいに。

　女性はこっちを見ないまま、スーパーの奥へと消えていった。

「あの人……」

「母です」

「…………」

　やっぱり。

「優しそうな人じゃないか」

「優しい人ですよ。いえ、優しくしないと他人に嫌われると思い込んでるかわいそうな人です。利用されているとわかっているにも関わらず他人の言うことをほいほい聞く、そんな人です。……そう、恋人に自分の娘の身体をよこせと言われたらバカ正直に娘に相談に来る、そんな人なんです」

　顔も見せずに麻友は答えた。

「…………」

　捜索届はたぶん出ていないという話を思い出す。

　そして『拾ってください』と書かれた段ボール札をぶら下げていた姿も。

　麻友は俺のほうを向き、いつものようににっこり笑った。

「なーんて、全部嘘です。あの人はただの通りすがりの主婦。私はちょっと妄想癖がある家なき子です。どうです、おもしろかったでしょう」

「それは……」

　おもしろかったと言ってほしいのか？

　それともつまらないとでも。

　なんと答えればいいのかわからないまま俺たちはアパートに戻った。




　ああ、本当に面倒くさい。
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　家に帰ってすぐに麻友は台所に立った。

　歌を口ずさむことなく無言で包丁を動かす様は少し怖かった。

　そしてあっという間に並ぶ今日の昼飯。チキンカツにサラダ、味噌汁に卵焼きと、どこかの定食みたいだ。

　黙ってちゃぶ台の前に座るとやっと麻友は口を開いた。

「……克樹さん、わざと駅前に行ったでしょう？」

「さぁ、なんのことだ？　早く食べないと冷めるぞ」

　一口サイズに切られたチキンカツをつまんで口に入れた。やっぱり揚げ物はできたてがいちばんうまいな。熱いが。

「あなたのせいで傷つきました。なぐさめてもらわないと癒えそうにありません」

　皿に乗った玉子焼きをひとつ向こうの皿に乗せた。

「そうじゃなくてですね」

　もうひとつ乗せてみた。

「そうじゃなくてですね？」

「なんだ、まだいるのか。わがままだな」

「…………」

　やけになったのか玉子焼き全部取られてしまった。一口も食べてないのに。

「じゃあ、なにやればいいんだよ。ほかのはやらんぞ」

「違いますよ、行動で示したらどうですか」

「行動って？」

　本当になにやればいいんだ。チキンカツか。さすがにそれはな。

「キスとか、キスとか、キスですよ。はいキースキースキースキース」

　手拍子でも叩きそうな口調だ。

「なんて色気のないねだり方だ……」

「ぶちゅーっていっちゃいましょうよ、男なら」

「うるせー、黙れ、これでもくらえ」

　これ以上しゃべらせたくもなかったから俺は本当にキスしてやった。

　口が開いたまんまになっていたからついでに舌も入れて。どうすればいいのかなんてわからなかったけど、舌を絡め取ったり、頬の肉を軽く噛んだりした。

　どうせ向こうもやり方なんてわかんねーよ。

　なのに同じように俺の舌に絡めてこようとしたり、こっちの舌を軽く噛んだり、一生懸命麻友は答えようとしていた。

　息をすることも忘れしばらく貪り合い、そして離れた。

　離れたとたん、俺たちはバッと反対側を向いた。

「……煙草臭いです、気持ち悪いー……」

「こっちだって玉子焼きの味しかしなかったぞ。いろんなロマンを返せ、このやろ」

「ロマンってなんですか。おっぱいですか？　おっぱいのことですか？　巨乳系多かったですね。そんなに脂肪の塊にロマンを感じるんですか？」

「ああ？　なんでおまえいきなりそんなこと言い……って見たな!?　人の本勝手に！」

　半年も前に行方不明になったから存在なんてすっかり忘れていたのに。

「勝手に使っていいって言ったのはそっちじゃないですか。あー、つまり克樹さん、ああいう本の知識しかないから私に手を出さないんですね？　この童貞野郎」

「うるせー、決めつけんな処女」

「じゃあ証明してくださいよ、童貞じゃないって。いますぐ。ほら。経験豊富なところを見せてくださいよ、童貞」

「そんなに言うなら見せてやるよ」

　麻友の肩をつかんで開いたままになっていたソファベッドに押し倒した。ぎ、と中身のパイプが悲鳴をあげた。

　抵抗はなかった。

　じ、と黒くまっすぐな目が俺をにらみつけるわけでもなく、ただ見ていた。

「……どうしたんですか、証明するんでしょう」

「いや……だってなんでこんな下手な挑発したの」

　なんとなくノリで押し倒してしまったが続きをやる気はなかった。

　麻友なりの誘いを避け続けた意地もある。深く関わればもっと面倒くさいことになるのもわかってる。

　ただ理由だけは面倒くさくても聞いておきたかった。

「血がつながってないのなら、身体をつなげたら家族になれるって言われたんです」

　ぽつ、と麻友はつぶやいた。

「身体をつなぐことでしか家族になれないんなら、私は自分で家族を選びたい、そう思ったんです。いけないですか？」

「選びたいんならコンビニの前であんなことするなよ」

「あのときは本当に誰でもよかったんです。処女じゃなくなればあの人の興味もなくなるかもと思いまして。でもいまは」

「いまは？」

「……さぁ？」

　答えそうにもなかったからもう一度軽くキスをした。

　選びたいんなら選ばせてやるよ。

　面倒くさくなる？

　知るか。

「……あの」

　シャツの上から麻友の身体に触れたら、小さく声をかけられた。

「なんだよ。いまさら止めねーぞ」

「カーテンと窓くらいは……閉めてください」

「……わがままなやつ」

　だけど言われたとおりにカーテンと窓を閉めた。遮光カーテンだから閉めれば夜のように、とは言わないがそれなりに暗くなる。まだ暑いからクーラーのスイッチも忘れずに入れた。ただし古いものだから効果は期待できない。

　薄い光のなかで、ソファベッドにあお向けになっている麻友。ぶかぶかのシャツがめくれて白い腰が見えている。













　吸い込まれるように手を差し入れると、少しだけ硬くなっている突起に爪先が触れた。

「……んっ」

「おい、ブラ……」

「だって濡れてるの気持ち悪いじゃないですか」

　ぜんぜん気づかなかった。

　ノーブラというものはもっと胸のかたちがわかりそうな……。

「……そう、だよな……かわいそうに……」

「なんで哀れむんですか！　撤回してください！」

　まさか下も穿いてないんじゃないだろうか。

　ズボンに手を差し込むと湿気てるくせに人肌に温もってる布地に触れた。これはたしかに気持ち悪い。

「すごいな……洗濯したあとみたいに濡れている。まだキスしかしてないのに」

「みたいじゃなくてそのとおりでしょう」

「そうだっけ」

　シャツの中に入れたままの手をさらに差し入れ、手のひら全体で押さえ込んだ。予想どおりと言うべきか、全部覆い込めてしまう。ふに、と温かく柔らかいなにかを押し潰す感触が伝わった。

「……んっ…………！」

　揉むどころか柔く押し込んでるだけなのに、麻友は指をぐっと握り込み、声をこぼさないように唇を噛みしめてた。

　なんかつまらない。

　胸の突起をおもいきりつまんで揉みつぶした。

「ひぁっ、んんっ！」

　白い腰を跳ね上がらせて反応する麻友。指に挟んでいる乳首の硬さも増したような気がする。続けて乳首の先端に爪先を強く食い込ませた。

「ふぁっ、もっ、もっと、……んんっ、優しくっ、ひぁっ、して、くださっ」

「善処するかもしれない」

「なんですかその曖昧なっ、あんっ！」

　楽しい。

　いつもは振り回されてるような気がしてるぶん、楽しい。

　小さな膨らみを手の腹全体でこねるように押す。小さいから感触なんて楽しめないと思っていたらむしろ逆で、ほどよい弾力の塊がかたちを変える様子が手に感じてわかっておもしろい。

　なによりも。

「ん、んっ…………は、……あぅ……」

　いつもは面倒くさいことしか口にしない麻友が呼吸を荒くし、口から甘い声を漏らし、目に涙を溜めてこっちを呆けた目で見つめていることが……。




　気持ちいい。




「あの……なんでそんなに胸ばっかり……」

「育つかなって思って」

「揉んでいきなり育ったら苦労しませんよ……」

　ふ、とどこか遠い目になる麻友。

「……苦労したんだな……かわいそうに……」

「だから哀れまないでください！」

「あー……」

　なにか言い返そうとしたが面倒くさくなった。

　いまはそれよりも、もっと別の姿が見たい。

　麻友が穿いているズボンのチャックを下ろし、手をさっきよりも深く差し込んだ。

「……ひぅっ」

「濡れてるぞ」

「……洗濯したあとですから」

「本当に？」

　どう考えても中指と人差し指に触れる湿り気はほかとは違う。どこか胸の膨らみに似た小さな恥丘の割れ目を指でそっとなぞった。

「あっ……あぅ……」

　布地の上から中指の関節をぐ、と食い込ませて擦りつけた。

「んんっ、あっ」

　麻友の腰がびくっと跳ねた。じわ、と下着のあいだから漏れる水気の量も増えた気がする。

「ふむ」

「なにが、ふむなんですかっ」

「べつに」

　良さそうだなと思って。

　言ったら面倒くさいことになるから言わない。

　そのまま下着にできている薄い溝を撫で上げるように擦り、布地の上から淫唇を強く押し込んだ。

「んっ、あっあっ……はぁ……」

　内腿が緊張と不安で震えているくせに、腰が浮かんで指に強く割れ目が擦りつけられる。たぶん麻友は意識していない。

　割れ目の溝を上へとなぞると小さく膨らんだなにかに触れた。だから指の腹で潰すように押した。

「ひっ、んんっ！　……ふぁあ……」

　布地の上からもわかるくらい硬くなった豆粒のようなものを、指の腹でこりこりと転がした。布地に染みる蜜の量がじゅぷりと増えた。

「洗濯したばっかなのにな」

「あっ、あなたがそのまま触るからっ！」

「え、直接触ってほしかった？」

　手をショーツの中へと差し込んだ。直接触れるせいか熱や湿気をより感じる。薄くしか生えていない陰毛の中、濡れた肉の芽が指先に直接触れた。

「やっ！　っだ……そこっ……ふぁああぅっ」

　いままでよりもずっと強い反応を示す麻友。荒い息をはぁはぁと吐きながらソファベッドのそばに落ちていた毛布をつかんでいた。

　でもまだ余裕はありそうだ。

　クリトリスの下、割れ目の奥に指を這わせると、ひくつく粘膜が指の先に触れた。だからもっと差し入れて指を擦りつけた。

「……ひぁ……んんっ」

　麻友は瞼をきゅっと閉じて耐えていた。

　淫唇の中で指の関節を折り曲げたり、曲げた関節をひくつく粘膜に押し当てるたびに麻友の腰は小さく跳ね、指に秘肉と愛液がとろとろと絡みついた。

「……どう？」

「……さ、さぁ……」

　この期におよんで麻友はとぼけようとする。

「じゃあ、これは？」

　いままで１本しか差し込んでなかった指を３本に増やし、指の出し入れを速めた。質量が増えたせいで狭い膣の壁の感触をより感じる。膣の奥から溢れてくる愛液がまとわりついて潤滑油になってくれた。

「やぁっ！　は、あっ、あんあぁっ！　ふぁっ、……ンッあうっ」

　絶え間なく嬌声をこぼす麻友に俺はもう一度聞いた。

「いい？　悪い？」

「そ、んなの……っ、んんっ！」

　聞かなくてもわかるくせに、と生理的な涙で潤んだ目がにらみつけてきた。

「まぁいいや」

　俺はクリトリスを指のあいだにはさみ、ぐに、と強く押し込んだ。

「ひぁっ！　……だ、……やぁ、だっ！　もっ、あっあっあっ」

　指のつけ根でクリトリスを挟みながら指の先を淫唇の中に押し込んで上下に出し入れ、空いているもう片手で麻友が着ているシャツをたくし上げた。

　白く小さい乳房がぽろっとこぼれた。

　仰向けに寝ているのにピンク色をした乳首がピンと立っている。柔らかさはさっきさんざん触ったから知っている。手のひらに吸いつくようなみずみずしい肌の感触も。

　あらためて、胸の突起を親指でゆっくりと、ただし強く潰した。

「あ、あっ、んんっ！　克樹、さ……そん、な、……やあっ！」

　白い腰をびくびくと跳ねさせて麻友は啼ないた。指に絡みつく秘肉の震えも、愛液の量もさっきよりずっと増えていた。

　やり方がこれでいいかだなんてちっともわからない。

　……だけど、もっと俺の手で翻弄される麻友の姿が見たい。

　小さな乳房をこねるように潰し、淫唇の粘膜を指でいたぶり、手を気が向くままに動かした。

　面倒くさいことなんて、もう忘れた。

「あん、あっあっ、ふぁ、……やぁんぅぅ！　もっ、ダメ、です……っ！　んんんんっ！」

　麻友の腰が強く跳ね、きゅうっと膣の肉が指を包み、次の瞬間、麻友は糸が切れた操り人形のように力なく身体をくたりと投げ出していた。

　イったか。

「気持ちよかった？」

「……ばか……」

　息を荒らげながら涙目で俺をにらみ上げる麻友。頬は赤く染まり、唇は唾液でぬらぬらと光っていた。まるでさっきまで触れていた性器のように。

　ちっとも怖くなんかない。……というか、ずく、と下半身に響くなにかがあった。

「……あの……」

　不安と期待が入り混じった目で麻友はつぶやいた。

「ああ」

　こんなのは身体をつなげたとは言えない。

　まだ選ばれてなんかいない。

　サイズがまったく合っていないズボンを引っぱって脱がし、ついでに初日に見たブラと同じ色のショーツを脚から脱がせた。

「……ちょ、ちょっと待ってくだ……」

「待たない」

　膝を折りたたませて胸のほうへと押しつけた。

「あ……あの……ほんとに……」

　顔を赤くしてなにかをもごもごと訴えてきた。

　恥ずかしいんだろうな。

　だけどそんなことには気づかないふりをする。面倒くさいから。

「…………」

　とうとう麻友の口から言葉が漏れなくなった。

　シャツを鎖骨までたくし上げられ、緊張でぴんと張った乳首や、膝を折りたたんだままの格好でこちらに濡れた性器を見せつける麻友の姿。くち、とわずかな水音がして、淫唇のあいだから液がこぼれたのが見えた。

　頬を赤く染めた麻友がこっちを見ながら唇をきゅっと噛んだ。




　……そんなものを見ればいろんなことを本当に忘れてしまいそうになる。




　俺はソファに身体を横たえたままの麻友に覆い被さった。ぎち、とソファベッドがふたりぶんの重みに強い悲鳴をあげた。




　唾を呑み込む白い喉。

　じっとりとにじんだ汗で前髪が張りつく額。




　俺はその前髪を指で払いながら聞いた。

「本当に身体をつなげたら家族になれるって思ってるのか？」

「……そんな簡単にいくのなら世の中難しくありません」

「だよな」

　俺はこれ以上しゃべらせない、しゃべらないために、麻友と唇を重ねた。

　なら、これはなんのために？

　瞼を閉じる前の麻友の目がそう聞いたような気がした。




　……これはただの傷の舐め合いだ。




　次に残るものなんてきっとなにもない。

　１週間すぎたら、今日から４日すぎれば、元のひとりきりの生活が戻ってくる。

　少なくとも俺にとっては。




　亀頭の先端を麻友の小さな性器の入り口にあてがい、ゆっくりと押し進んだ。

「く、ぅっ……！」

　狭い。そんなことは小柄な麻友の身体のことを考えればわかること。

　このまま無理やり押し進んで、麻友のことなんて考えずにひたすらに腰を動かして性欲を発散させたい。そう本能が訴えていた。

「克樹、さ……」

　なにかに耐えながら俺の名前を呼ぶ麻友。

　俺も唇を噛みながら耐え、腰を進めると、亀頭の先端に柔らかい粘膜が触れた。

「我慢、しろよ」

　勢いをつけて一気に突いた。

　び、となにかを裂く感触が亀頭から伝わった。

　その瞬間。

「え、ええっ、ふぇえ？　……いっっ！　いっったぁあ――いっっ!!　いたい、いたいいたいいたいっ！　もう無理ですってば！　やだっもー、ばかっいたいっ！　ばかばかばか！　ひどい、克樹さんもっと優しくしてっ……いっ………………たぁー…………」

　ぎゃあぎゃあと色気もなく麻友は叫んだ。叫んだ直後にスタミナを使いきったかのようにくたりと首を落とした。

「処女失った直後にそれだけ暴れればなぁ」

　それにまだ入れたばっかりだし。

「……ひどいです、こういうときってもっと甘く優しくしてくれるものだって思ってました……」

「や、早めにやったほうが痛みも少ないって……書いてあったから」

　半年前になくしたエロ本に。

　教訓、つまり百聞は一見にしかず？

「……いろんなロマン返してくださいぃ～……」

　しくしくと麻友は泣いた。処女を奪われたことよりも想像どおりのなにかじゃなかったことに。

「たぶん半分以上おまえが悪い」

　それにロマンで言ったらついさっき俺も奪われた。

「じゃあ動くから力抜けよ」

「むっ、無理、です……んっ……いたぁ……」

　動くといっても膣の肉がぎちぎちに硬く締めつけてきて、無理に動くと俺のほうもいろいろと痛めそうだ。

　仕方ないから小刻みに腰を揺らした。亀頭を膣の奥へと柔く押し込んだり、腰全体を使って麻友の脚を持ち上げるように、力の入れ方を微妙に変えながら。

「んっ……ふぁ……ん、ん、……あ、あっ、……んく、あうっ」

　眉間に皺を寄せて本当に痛そうだった麻友の顔が火照り、声も甘く蕩けたものに変わっていく。

　力の入れ方を変えることしかできなかったのに膣の粘膜から溢れてきた愛液のおかげで腰を動かすことができるようになってきた。

　ペニスを淫唇の入り口まで引き抜いて、一気に押し込んだ。

「いあっ、ンんああああっ！」

　白い喉を仰け反らせて麻友は啼いた。

　構わずに行動を繰り返す。

　ぐちゅぐちゅと接合部から漏れる水音が夏の熱気に蒸らされた部屋の中に響いた。

　暑い。

　ちくしょう、やっぱりクーラー効いてねえ。

「あっあっあっ、かつき、さっ、……んんっ、あっあっ」

　動くには充分な潤滑油は溢れているけれど、やはり麻友の膣内は狭くて小さい。破瓜で傷ついたばかりの膣がきついほどに陰茎を締め上げてくる。

　狭い膣内を犯すために、麻友の膝裏を抱えてより強く押し込んだ。

「やっ、だぁっ、んんっ！　や、あっあっあっんんあっ！」

　腰を動かすたびに聞こえる麻友の嬌声。

「克樹、さ……」

　絶え間に呼ぶ俺の名前。

　涙で潤んで焦点の合わない瞳が俺を見上げていた。

　額に浮かぶ汗は暑いからか、それとも身体にくすぶる熱のせいかはわからない。

「ふぁ、あっあっ、も、だめっ、……イク、イっちゃいます……！　あっ、あっあっ……んんっ、あああっ!!」

　白い喉を大きく仰け反らせ、小さな乳房を震わせ、汗が浮かぶ腹をふるふると跳ねさせ、膣壁がきゅうっと一気に収縮した。

　全部搾り取られるような気がしてあわてて引き抜いた。ずるんと抜けたペニスが麻友の腹の上に白い精液をぶちまけた。

「……あ……」

　無意識なのか、麻友は名残惜しそうに精液の一部を指で撫でつけた。

　おぼろげな視線のまま頬を染め、白い肌を熱くさせ、息を荒らげたまま俺のソファベッドに横たわる黒髪の少女。

　思わず唾を飲み込んで、あわててうしろを向いた。

　危ない危ない。

　射精したばっかりなのにペニスが反応しかけた。

　いつものサイズになったそれには赤い血と体液が生々しくべとりとついていた。

「……克樹さん……あの……」

　そんな俺の背中に弱々しい声がかけられた。

「な、なに？」

　合意のはずなのになぜかうしろめたくなってしまう。

「……おかず、ラップかけて冷蔵庫に入れてください……」

　傷んじゃいます、なんて言ったまま麻友は頭をことりと落とした。すぅすぅと気持ち良さそうな寝息までたててやがる。

「……なんて色気のない」

　まぁ、しかし、べつにいいか。

　遺言のとおりにラップをかけて冷蔵庫に入れてやった。シャツを首にひっかけてほぼ全裸のまま眠り続ける麻友の身体には毛布をかけた。

「安らかに眠れよ」

　聞いていたら張り倒されそうだが本当に寝ているからそれもなかった。

　ついでに窓を開けてどこか湿っぽい空気と熱を追い出し、煙草を取り出した。

「……さて」




　結局、深く関わってしまった。




　最初に出会ったときに追い払ったハゲ親父のことを笑えない。

「……セックスしたくらいで赤の他人と家族になれるんなら苦労はしねーよ」

　聞いていないのはわかっているはずなのに、俺は吐き捨てるようにつぶやいていた。

　血のつながりがある本当の家族でさえ離れていくっていうのに、赤の他人が家族だなんて面倒くさいこともすべて引き受けてくれる存在になってくれるわけがない。




　できるとしたら――それは傷の舐め合いだけ。





＊






　夕方もすぎ、空が藍色に変わり始めた頃に麻友は身体をのろのろと起こした。

「身体べたべたします……シャワー浴びていいですか……」

「どぞ」

　床に放り投げたままのズボンを拾い、ゆっくりと、ときたま身体をひきずるように麻友は風呂場へ歩いた。麻友にとっては大きなサイズのシャツの裾から白い脚が伸び、さっきさんざん抱えていた膝の裏が見えた。あわてて目を背けた。

　あいつが風呂に入ってるあいだに冷蔵庫のチキンカツを取り出してレンジで温めた。鍋に戻しておいた味噌汁にも火を入れた。

　風呂場から戻った麻友がちゃぶ台に並んでいるおかずを見て「うわぁ……」と小さな声を漏らした。喜びとか感心のような感情とは真逆の声だった。なんつーか、うわぁ、ものすごく珍しいもの見てしまいました、気持ち悪いです、と言いたげな。

「ものすごく珍しいもの見てしまいました、気持ち悪いです」

「本当に言うなよ、おまえはさ！　……いいや、飯食おう」

　そして俺たちは昼食兼夕食を食べ始めた。

「……そういやパンツは？」

「心配しなくても新しいほうを穿いてますよ。明日の朝洗いますから、匂いを嗅ぎたかったら洗濯機の中のをどうぞ」

「いや、嗅ぐかよ」

　というか飯を食いながらなんてことを話してるんだ、俺たちは。

　もっと飯時にふさわしい話題があるだろ、話題が。

「……あ、そうだ。俺、明日と明後日バイトないから」

　生きるための必要最低限しか働きたくない。だから働いている日なんて週に半分くらいだ。

「そうなんですか？　じゃあずっと一緒にいられますね」

　麻友はにっこりと笑った。




　こいつは１週間、今日から４日すぎたら出ていくと言っていたが。

　……どこに行くつもりなんだろう。




　聞くのはすごく面倒くさそうだ。

　だからやめた。





◆４日目




　昨日麻友に言ったとおり、今日のバイトは休み。

　かといってどこかに出かけるような予定も出かけたい場所もない。いつもなら部屋で煙草を吸いながら時間がすぎるのを待っているか、パチンコに行くだけなんだが。

　さっきから麻友が和室のほうで掃除機をかけている。ちなみに引っ越し直後に購入したけどずっと使わずに箱の中に入れていたもので、今朝ゴミ袋の山の中から発掘された。

　やっぱり落ち着かないから煙草の減りも早く、俺は掃除する麻友に声をかけてからコンビニに向かった。

　煙草と簡単な買い物をしてからすぐに帰る。部屋の窓に昨日と同じ洗濯物が揺れているのが見えた。

　昨日洗濯物を取り込まなかったことについてはぶつぶつと文句を言われた。洗いなおす手間が増えてしまったと。

　乾いていれば多少臭っていてもいいと思うんだけどな。面倒くさい。

　階段を上ってドアを開けた瞬間……。

「いやああああっ！」

　麻友の悲鳴が聞こえた。そしてドタバタとひとりで騒ぐ音。

　ついに出たか。

　黒くて油ギッシュですばしっこいあいつが。

　ホウ酸団子と殺虫剤のおかげでここ数週間やつらの姿を見ていない。だがやつらはどこかから侵入してかならず俺の部屋に巣を作る。

　居心地よさそうだもんね。

　俺は玄関に置いていた殺虫剤を手に取り、和室の襖を開けた。

「殺虫剤ならここにある、」

「克樹さんのばかーっ！」

「ぞぁっ！」

　顔面に小さくて軽い、だが硬いなにかがぶつけられた。床に落ちる前に手につかむと、それは未使用でケースに入ったままのピンクローターだった。

　あー、こんなものもあったっけ。

「な、なんでこんなもの持ってるんですかっ！」

「３カ月くらい前にバイト先で客の忘れ物を押しつけられて」

「いやーっ！　聞きたくありませーん！」

　両手で耳を塞ぎながら首をぶんぶんと横に振る麻友。

「自分で聞いたくせに……」

　というか意外と潔癖なとこあるよな、こいつ。裸エプロンはすすんでやったくせに。

　本当に面倒くさいやつだ。

「そ、掃除するから出てってください！」

「はいはい」

　と言われても使っていないほうの和室はまだ押入れも同然だし、結局俺の居場所は台所しかなかった。

「……それ捨てておいてくださいよね」

「任せてオーケー」

　適当に返事をすると安心したのか、麻友は再び掃除機をごうごうとかけ始めた。

　さて、捨てるといっても燃えるゴミに出せばいいのか、それとも燃えないゴミに出せばいいのか。というかいままで捨てることができなかったのはうちの町のゴミ袋は完全な透明だからだ。さすがにこのまま捨てるのはいろいろと問題がありそうなんだが。

　台所に座り込んで小さなケースをもてあそんでいると、開きっぱなしの襖の向こうに麻友の尻が見えた。昨日洗っていたロングスカートは再び洗って外で乾かし中。だからいま穿いているのは昨日とは別の、ぶかぶかの俺のジーンズだ。

「ふむ」

　俺はケースからピンク色の物体を取り出し、乾電池を入れてスイッチを入れた。とたんに小刻みに震動する楕円形の物体。

　麻友は俺に背中を向けて掃除機をかけてるから気づいていない。掃除しやすくするためか、長い黒髪は輪ゴムで束ねられてポニーテールになっていた。

　俺はできるだけ気配を消しながら近づき、脚を半開きにしながら掃除をしている麻友の股間に、ジーンズの厚い布地の上から震えるそれを押しつけた。

「ひぁっ!?」

　大きくびくりと震え、背筋をぴんと伸ばす麻友。閉じていた脚は反射的に閉じられた。もちろん俺の手は麻友の股間に伸ばされたまま。だから離れるどころか、よけいにローターを食い込ませることになった。

「あ……あ……っ！」

　ジーンズ越しにやるからいちばん強い設定にしてたんだが、やりすぎたか。スイッチをオフにしてやった。

「なにするんですか！」

「えい」

　またスイッチをオンにした。

「んああっ！　あ、あぅ……」

　ローターと連動するように麻友の膝がガクガクと震え、力なく畳の上に落ちた。

「あっあっあっ……う、……や、だぁ……もぉ……！」

　床にうずくまり、額を畳に押しつけて震える麻友。そのくせ腰だけは高く上げられた格好に。伏せをした犬みたいだな。













　ジーンズの上から麻友の性器を震動し続けるローターでころころと撫でつけた。内腿がより閉じられてズボンに肉感的な皺ができた。

「……んはっ……あぁううっ……！　あぅ、やだっ、です、……こんなっ、んんんっ！」

　たぶんここがクリトリスだろう、と勘で思うところに強く押し込む。

「あっあっあっ、……ひあああああんんっ！」

　強くびくびくと震えた麻友の腰がぱたりと畳の上に落ちた。はぁはぁと息を荒らげてその場から起き上がろうともしない。

「レビュー聞かせてくれ」

「……変態……」

「それはどうも」

　俺は麻友のズボンに手をかけ、そのままおもいきり引っぱった。サイズが合ってない昨日と同じように簡単にズルンとむけた。

　見えたのは丸みを帯びた尻とそれを覆う安っぽいストライプのショーツ。新品のはずなのにクロッチ部分にはもう丸い染みができていた。それさえもゆっくりと脱がすと、透明な粘液が淫唇と布地のあいだに糸を張った。

「せっかく買ってやったのになー」

「……またあなたのせいだと思います」

「そうだっけ？」

　過去は振り返らないことにしてるんだ。

　とぼけたらおもいきりにらまれてしまった。

　わー怖い怖い。嘘。

　でも怖いから震動したままのローターを直接淫唇へと押し当てた。震動は「中」くらいにセットして。

「ひゃああああっ!?　やめてくださっ、んんんっ！」

　背中を仰け反らせてびくびくと跳ねる麻友。今度は釣り上げたばかりの魚だな。

「ふっ、うううんんっ……はぅ……」

　震動を弱くすると嬌声や身体の跳ねも小さくなった。

「あ、……あぅ……ふ、ぁあっ……」

　淫唇の周囲をゆるい震動で円を描くように攻めれば、漏れる嬌声も甘く恍惚としたものに変化していく。

　割れ目の端っこで濡れてピンク色に膨張した、まるで小さな小さなペニスのようなクリトリスの先端にローターをほんの少しだけ押し当てた。

「ひあっ!?」

　少しだけだったのに麻友の腰はいままでになく強く跳ねた。

「ふむ」

　だから震動を一気に強くした。

「ふぁあああんっ！」

　今度は手足を縮ませ、体育座りのまま寝転がるような姿勢に。淫唇の肉襞がひくひくと蠢き愛液をとぷとぷと吐き出した。

「あっ、あっ、やっだぁ……！　もうっ、んんっ！　くぅ、あああっんんんっ！」

　なのに俺の手は止まらない。

　淫唇の中に楕円の物体を差し入れて、指で押し込み、中の粘膜に強く擦りつけた。

　ヴィイイ、と響く震動が指の腹に強く伝わった。

「やっ、だ、だめっ！　んんっ、これ、いじょはぁ、あぁあああンッ！　出ちゃう、やだぁ、ふぁ、……ぁああっ！　でっ、出ちゃうよぉっ！」




　ぷしっ。ぷしゃあああっ。




　尿とは違う透明な液体がクリトリスの先端から噴き出た。液体が畳にぽたたっとこぼれて小さな水溜まりになった。軽く震え、どこか恍惚とした顔で麻友はその音を聞いていた。

「……おしっこ……出ちゃいました……」

　全部終わったとき、麻友は熱い息をこぼしながら淡々と自分のありさまをつぶやいた。

「いや、いまのは」

　尿じゃないと思う。が、言わないことにした。

「出ちゃったな。どうしようか」

「……うぅ……」

　生理的な涙で濡れた目がより潤んだ。俺の前でお漏らし（本当は違うけど）したのが恥ずかしいんだろう。

「あそこ拭いてやろうか？」

「えっ、遠慮します！」

「じゃあトイレまでひとりで行くか？」

「……っ」

　無理だな。イったばかりで脚に力が入るわけがない。

「しょうがないな」

　俺は身を屈め、まだわずかにひくひくと震えている淫唇に口をつけた。

「ひゃっ！　だ、だめですっ、そんなのっきたな、……ふぁああうっ」

　淫唇にまとわりついたままの愛液をぢゅ、とおもいきり吸った。丁寧に淫唇の襞を舌先で舐め取りながら。

　目線だけ動かして麻友の様子をうかがうと

「あ……あ……」

　口をパクパクさせて顔を真っ赤にしていた。恥ずかしいなら目くらい背ければいいのに。ま、そんなことも考えられないんだろうが。

　潮を吹いたばかりのクリトリスを舌先で転がし、軽く吸い上げた。

「んんんっ」

　割れ目のあいだに舌先を出し入れして粘膜を粘膜で擦り上げた。もちろん溢れてくる愛液を吸いながら。じゅぶじゅぶとわざと水音を立てると溢れてくる愛液の量や秘肉の熱が増したような気がする。

「い、や、……ですっ！　も、克樹さっ」

　涙をぼろぼろと流しながら麻友は訴えた。

「こうされるの嫌？」

「そうじゃっ、なくって……っ」

　駄々をこねるように首を振ると、麻友は自分から、指で自分の性器を押し広げた。まだ処女の名残を充分に残した膣の壁がよく見えた。




「早く入れて、ください……！」




　昨日まで処女だった麻友をここまで堕とすとは。

　おそるべし、大人の玩具。




　まだ手に持っていたローターはスイッチを切って近くに置いた。

　畳に横たわったままの麻友を抱え上げ、俺のあぐらの上に落とした。麻友は小柄だからこうするとすっぽりと納まってしまう。

　自分のチャックを下ろしたらギンギンにいきり勃ったやつが麻友の割れ目の下から飛び出てきた。麻友の股間に生えてきたみたいで少しおかしい。

「…………」

　居心地悪そうに麻友が太腿を動かすと、柔らかい恥丘や秘肉の熱が陰茎を軽く刺激した。

「……やべ」

「…………？」

　なにがですか、と濡れた瞳が俺を見上げてきた。

　早く入れたいとか言えるか、と。

　俺は麻友の膝裏を抱え上げ、ペニスの先端を濡れた麻友の性器へとあてがい、抱えていた麻友の膝をゆっくりと落とした。

　ずぶ、と淫唇に沈んでいくペニス。

「んんっ！　ふ、っぁああっ！」

　膣の途中に引っかかるような膜はもうない。それに２回もイかせたせいで膣の中は愛液でぐちゃぐちゃに満たされていた。だから昨日よりずっと楽に埋めることができた。

　あいかわらず麻友の膣の中は狭くて、柔くて熱い秘肉がきゅうきゅうとペニスを締め上げてくる。初めては昨日なんだからあいかわらずといっていいものかわからんが。

　腰を軽く前後や左右に揺らすだけで、

「あっあっあっ、やぁ、あっ」

　麻友はとぎれとぎれに甘い声を漏らした。

　ポニーテールの盛り上がっている場所が顎に当たって少し邪魔だ。

「ん？」

　白いうなじの向こう、大きく開いたシャツの襟首の中に、硬そうに張りつめたピンク色の乳首が見えた。

　俺はシャツの下から手を差し込み、両方の乳首を指で同時につねった。

「ふぁっぁああっ」

「なんでまたノーブラなんだよ。もしかして本当はつけない派？」

「違い、ます！　洗い直してて、やっ、ああっ！」

　答えようとした麻友の乳首をおもいきりぐにっと潰した。

　そういえば昨日はショーツだけ買ったな。急いでたせいか。

「ふむ」

　俺は畳に放置したままのピンクローターを拾ってスイッチを入れた。そしてそれを左乳首のシャツの上から押し当て、右乳首には俺が直接触れた。

「っぁあっ！　なにする、んンンッ、あぁあッ！　も、やっぁあんっ！」

「どっちが気持ちいい？」

　背後から息を吹きかけるように耳にささやいた。

「こっちと」

　ローターを左乳首周辺に円を描くように触れさせ、

「こっち」

　右の乳首を親指と人差し指とのあいだで挟むようにこねた。

「そんな、のっ、ふぁ、やぁああっ！　ひゃ、らっ、らめです、やっ、ああっ！」

　同時に乳首をふたつの触感で攻め立てられ、麻友は喘いだ。身じろぐように腰を動かすと、柔らかい子宮口の壁が強くペニスの先端に押し当てられた。俺自身は動いてないのに。

「やっ、おく、奥当たってます……！あっあっ、……ぁああああっ！」

　ペニスを包む膣の柔らかい壁が収縮し、強く跳ねた麻友がくたりと首を落とした。

「……も、……もぅだめです……」

　えっと、３回目か。

　さすがにこれ以上はきついだろうな。

　だけど。

「……ごめん」

「え？　ひゃっ！」

　しっかりと身体はつなげたまま、俺は麻友の身体を畳の上に押し倒した。背面座位だったから麻友の姿勢は手と脚を折り曲げて畳によつんばいになるように。

「なに、を……ああっ！　う、うしろからなんてっ、あうぅっんんっ！」

「ごめん、俺まだ１回もイってないから」

　畳に爪を立てる麻友の手のひらを上から押さえつけ、俺は麻友の白い尻に自分のペニスをパンパンと打ちつけた。

　何回も絶頂を迎えたせいか狭くてもペニスの抽送を阻むものはほとんどない。

「あっあっあっあっああっ！　ら、らめ、やだ、これいじょぉっ、……いっちゃう、どっかいっちゃううっ！　んんっ、あ、あぅっ、は、……やぅっ……あっんんんっ！」

　ぽたぽたと、接合部から愛液が畳にこぼれる音が聞こえた。

　うしろからただずちゃずちゃに掻き回して、柔らかい粘膜をぐにぐにと犯し、欲望を発散させることだけを考えた。

「あぅ、なか、なか熱いれす……！　も、ひゃ、ひゃめっ」

　声を出しすぎたせいか呂律さえ回っていない。

　そんな麻友を気遣うことなく俺は腰を強く打ちつけた。

「……くぁ……！」

　どぴゅ、どくどくどくっ。

　とうとう精液を膣の中に放ってしまった。

「は、中、いっぱい、あついの……！」

　狭くて小さい膣が激しく蠢き、ペニスから精液というものをすべて搾り取った。

　ずる、と淫唇からペニスを引き抜くと、白い精液と愛液に混ざって、昨日の破瓜でついた傷が開いたのか、赤い血が垂れた。

　麻友はというと、ぴくりとも動いていない。

「おーい、おい？」

　頬をぺしぺしと叩いても反応はない。ぐったりと、まるで死んだかのように……息はしているけど、眠っている。気絶したというべきか。

「……やりすぎた……」

　さすがに反省。本当はちょっとしたいたずらのつもりだったのに、つい。中出しまでして。

　俺は起きた麻友に殺されないためにも、できるだけの後始末をして、別のシャツを着せた麻友を布団に寝かせた。セックスのあいだずっと動いていた掃除機も電源を切った。




　……本当に殺されないといいな。




　夕方すぎになっても麻友が目を覚ます気配はなかった。腹が減ったから冷蔵庫の中をのぞいたが、すぐに食べられそうなものはなかった。俺じゃ料理の仕方なんてわからん。

　だからコンビニに行ってふたりぶんの弁当を買ってきた。

　帰ってきたら麻友は起きていた。起きてコンビニ袋をぶら下げた俺をぎりっとにらみつけた。マジで怖い。本当に怖い。

「弁当買ってきたんだけど……」

「いりません。食べません。餓えて死にます。餓えて死んで即身仏になっておはようからおやすみまで克樹さんの生活を見守ります」

「嫌だな、そんなオブジェ」

　あと、よく即身仏なんて言葉知ってたな。

「いくらなんでもひどすぎます」

「悪かったよ……謝る」

「本当に悪いと思ってますか？」

「……まぁ」

「なんでもしますか？」

「……命の危険がないことなら」

　いまの麻友にならいますぐ死ねと言われてもおかしくない。




「それでは……明日１日デートしてください。休みなんですよね」




「デートって……」

　それは本当にものすごく面倒くさそうな。







「……………………わかった」

　俺は返事をした。





◆５日目




『おおきくなったらおいしゃさんになってたくさんのひとをたすけてあげたいです』




　そんな馬鹿げた夢、かなわなくてよかったといまなら言える。

　医者なんて他人の人生に最も深く関わらなきゃいけない仕事なんて、俺はごめんだ。

　深く関われば関わるほど他人の人生の責任を負わなきゃいけなくなる。

　自分の人生の責任を負わせることになる。




『ごめんね、克樹。でも、あなたも悪いの』




　知らない男と家を出ていく前日くらいに母さんから言われた言葉。

　どうして。

　父さんがよそで女を作ったのも母さんから心が離れていったのも俺の責任じゃないだろ？

　なんでそれが俺が大学に行けない理由になるんだ？

　――ああ、そうさ。わかってるさ。

　父さんがよそで女を作っているのを知っていながら見て見ぬふりをしたり、受験勉強で忙しいふりをして母さんの話を聞こうともしなかった俺が悪いことくらい。

　本当に家族ってのは自分の生きる責任を押しつけ合う面倒な集まりだ。




　だから俺は家族なんていらないし、ほしいとも思わない。




　誰かの人生の責任なんてもう――





＊






「…………あー……嫌な夢見た……」

　遮光カーテンから差し込む朝の光に気づいて目が覚めた。いつもと比べたらずいぶんと遅い時間に起きた。

　まだうまく働かない頭を押さえながら身体を起こして、部屋の中を見渡した。

　数日前と比べてずいぶんときれいになった。まだゴミの袋が玄関横に置いてあったりするが、それでも足の踏み場がない頃に比べたら天と地の差がある。人間らしい生活になったというべきか。

　その原因は隣の部屋で寝ている。

　前の部屋のことはもうほとんど思い出せない。

　たった５日しかすぎてないのに麻友がこの部屋にいることはあたりまえになった。




　終わるのは早いうちがいい。
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　アパートの近くからバスに乗り、以前行ったスーパーがある駅とは違う駅に向かった。それから30分ほど電車に揺られて終点で降りた。

　いろんな路線の集合点だから店や人もそれなりに多い。ここなら日常の買い物から休日の時間潰しまでいろんな用事をすませることができる。いろんな人間がいるから俺と麻友がとくに注目されることもない。

「さーてと……どこ行こうか？」

「決めてなかったんですかっ！」

　麻友の鋭い突っ込み。

　今日の麻友は出会ったときと同じ、無地のブラウスにロングスカートだ。……ブラはしてるんだろうか。ちょっとわからないな。

「だって約束したの昨日の夜だし……どうすればいいのかわかんないし。デートってなにすればいいんだ？」

「そ、それは、ですね……映画館行ったり？　一緒に買い物したり？　ゲーム……とか、食事とか？」

　なんで疑問系なんだよ。

　つまりは映画観に行って買い物してゲーセン行ってどっかで食べればいいのか。どこかの誰かにとっては普通かもしれないが俺にとっては非常に面倒くさい。

　だが約束だから仕方ない。

「映画館は行って選べばいいとして……買い物はどこ行けばいいんだ？」

「え、……あの……」

「普段友だちと行ってるようなとこでいいぞ」

「じゃあ……」

　と言って麻友が指差したのはスーパーの看板だった。しかもいつも行っているスーパーと同系列の店。

「……ここ数日の普段じゃなくてもいいだろ」

「……い、いえっ……その……本当にああいうところが私の普段なんです……。……母が、あんまり派手な店や服が好きじゃなくて……だから……」

　出会ったときに「携帯なんて一度も持たされたことない」と言ってたことを思い出した。

　どういう生き方をしてきたかはなんとなく理解できた。

　レールに敷かれた生き方をすれば喜んでくれるから、だから自分で考えもせずに、干渉もせずに生きてきた。

　自分がいちばん知っている誰かに重ね合わせている事実は心の中に押し込めた。

「よし、わかった。とりあえず行くか」

「い、行くってどこにですかっ」

　麻友に答えないまま俺は地下のショッピング街に向かった。
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　地下街の地図を頼りについた場所は――ランジェリーショップ。

　店の入り口全体がフリルで彩られ、ピンクやらパステルブルーが目にまぶしい。ショーウィンドーのマネキンが黒いストッキングを穿いてセクシーな脚を演出していた。

　俺がひとりで飛び込めば不審者として通報されるのは間違いない。

　幸運なのは店が開いたばかりで客の姿がないことか。

「かっ、克樹さんは普段こういう店に行ってるんですカッ!?」

　語尾が半分裏返ってるぞ。

　うはは、こんな反応になるとはおもしれー。

　意地でも放り込みたくなる。

「行かねーよ。使うあてがねえもん。おまえのほうはどうなんだよ。こういう店」

「そ、それは………………行ったことありません、よ……」

　両手の指をもじもじと絡め合わせながら、麻友はひたすらに穴が開くほど床を見つめていた。ここまで恥ずかしがられると、本来恥を持つべき俺のほうが冷静になれる。

「こないだブラのほうは買い忘れたんだろ。せっかくだから買いに行くぞ」

「せっかくってなにがせっかくなんですかっ！　わざわざこんな店じゃなくても……ひゃっ、う、腕つかまないでください！　行きますっ、行きますから！」

　こうして俺たちはふたりで店の中に入った。




　……10分後。




「……すごいな……」

「……すごいですね……」

　俺たちは同じ言葉を同じようにぼうぜんとつぶやいた。

　ランジェリーショップだから下着しかないのはあたりまえ。

　売るほどたくさん存在するのもあたりまえ。

　どこを見ても下着しかない。そんなあたりまえの光景に俺たちは酔いそうになっていた。なんで入ったんだけ。おっとそうだそうだ。

「……黒のレースを買うんじゃなかったっけ」

「かっ、克樹さんが好みなら買いますよ？」

「おう、正直に言うなら好みだ。ついでにガーターベルトと黒ストッキングも買っておけ」

「……いひゃあああっ」

「あっちのなんか穴が開いてて実用的だと思うぞ」

「な、なんの実用なんですか！　だ、大事なとこに穴が開いてて非実用的ですよっ!?」

「直接触れるから実用的」

「さ、さわああああっ」

　奇妙な叫びを上げ続ける麻友。

　店の店員がこっちに来ることはないが視線だけは感じる。

　空気を読んでいるのか、関わりたくないのか。両方だろうな。

「それともやっぱりノーブラ派？」

「バカにしないでくださいっ！　買ってやりますとも、黒くてセクシーで実用的な穴が開いたやつを！　……で、でもっ、残念なことにサイズが合わないのなら、買わないということも考えられ……」

「……それならあれだな」

　細身のマネキンを指差した。身に着けさせられているのは黒くてセクシーなブラとパンティーのセット。実用的な穴は開いてないが……たぶんサイズは同じくらい。麻友に見えないように指をわきわきと動かし、昨日一昨日のことを思い出した。間違いない、やっぱりあれくらいだ。

「ふああああああっ」

　目を白黒とさせながら麻友は叫んだ。

　本当に客がいなくて助かった。

　そして俺たちは買い物をすませ、ジェットコースターを降りたばかりの人間のように足下もおぼつかないまま店を出た。

「……とんでもないものを買ってしまいました……」

　ピンクの紙袋を抱えて麻友はぼうぜんとつぶやいた。

「俺の金で買ったんだぞ。ちゃんと使えよ」

「……そんなに言うなら克樹さんが使えばいいと思います」

「……遠慮しておく」

　精神的に疲れているせいかいつもの面倒くささもキレがない。俺も疲れた。

「少し休むか」

　俺は近くにある喫茶店を指差した。
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「いらっしゃいませ～。２名様ですか？　煙草はお吸いになりますか？」

「ああ、ふたりだ。煙草は吸う」

「それではこちらの喫煙席へどうぞ～」

　店員に案内されて俺たちは奥の席に座った。店の中はコーヒー豆の苦い匂いとクリームの甘い匂いで満ちていた。昼飯には少し早い時間、平日ということもあり客の姿はあまり見えない。

　机の上に立てかけてあったメニューは麻友に渡した。

「見ないんですか？」

「俺はコーヒーでいい」

　煙草を取り出して火をつけた。落ち着く。麻友はそんな俺を見てからメニューに視線を落とした。１枚、２枚、めくったところで麻友の目が輝いた。やっぱ女の子だから甘いものとか好きなのか。俺んち来てからスイーツ食べてるとこなんか見てないもんな。

「好きなもの頼んでいいぞ」

「本当ですか？」

「ああ。決めたなら店員呼んで頼んでくれ」

「わかりました。……すいませーん」

　近くで待機していた店員がすぐにやってきた。

「コーヒーと、……アイスですか？」

「アイス」

　俺は小さく答える。

「アイスコーヒーと、このスペシャルラブエンジェルパフェください」

「アイスコーヒーと……スペシャルラブエンジェルパフェですね。少々お待ちください」

　店員は注文を書き留めるとすぐに店の奥へと消えていった。

　というかすげえ名前。どんなのがくるんだ？

「楽しみですねっ」

「……そうだな」

　なぜか嫌な予感がした。

　十数分後、店員がアイスコーヒーと一緒に持ってきたパフェは……でかかった。

　30センチはありそうなガラスの器の中にコーンフレークとピンクのゼリーが詰まっている。周囲はチョコと果物で固められ、真ん中にはアイスと生クリームでできた塔が立っていた。両端には２本のスプーンが刺さっている。……２本？

「……でかいな」

「普通ですよ？」

「そういうものなのか？」

　昼前にしても多すぎる気がするが。別腹ってやつか？

「だってふたりぶんですから」

「なにっ!?」

「だから、ふたりぶんなんですよ。ほら」

　そう言いながら麻友は俺にメニューを見せた。

『恋人限定！　スペシャルラブエンジェルパフェ　ラブラブでスイーツなひとときを恋人たちにプレゼント』

　なんて頭が痛くなる文句だ。俺はこめかみを押さえた。

「ほら、ここ『恋人限定』って書いてありますよ。恋人同士に見えたから注文できたんですよ。だから恋人らしくしなきゃいけませんよ。ほら、あーん」

　生クリームをやけに長いスプーンですくって、麻友は俺の前に突きつける。

「……く……」

　ひとりで食え。

　そう言いたい言葉をなんとか飲み込んだ。

　もしここで食べなかった場合、あとでどんな復讐をされるかわかったもんじゃない。まだ客も少ない店の中で恥ずかしい真似をするほうが被害がわかってるぶんマシというか……。

「あーん」

　にこにことスプーンを差し出し続ける麻友。

　覚悟を決めて俺は口に入れた。

　甘い。

　口に入れるとすぐに溶けてなくなったくせに味だけはいつまでも残っていた。さっきパフェを運んできた店員が観葉樹の陰からニヤニヤしながらこっちを見ていた。仕事しろ。

「はい、今度はこっちに」

　麻友はパフェに残されたもう１本のスプーンを指差した。

「…………」

　俺はスプーンをつかみ、できるだけたくさんのアイスをすくい、麻友の口の中に突っ込んだ。

「ひゃっ!?　ふ、ふめたふぎまふ……」

　少しだけ涙目になりながら麻友はアイスを飲み込んだ。

「うー」

　などと色気なくうめきながら麻友は次の一口をスプーンですくおうとした。

「……あ、ちょっと待て。俺みかん系苦手なんだ」

「そうなんですか？　では私がいただきます」

「ウェハースもらっていい？」

「どうぞ。こっちのアイス、先に半分食べますね」

　お互いに食べさせていたはずなのに、いつの間にか俺たちは無言でパフェを自分の口に運んでいた。

「……なんかいつもと同じなような気がしてきた……」

「……じつは私もです……」

　恥ずかしさもないせいかあっという間にパフェは空になった。




　……デートって本当にこれでいいのか？
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　そのあと映画館に行って（恋愛映画を選んだつもりだったのに本格ＳＦ映画だった）ゲーセン行って、小腹を満たすためにそこらのファーストフードに行ったら16時をすぎていた。そろそろ帰ることを考えなきゃいけない。

　駅へと抜ける大きな公園を俺たちは歩いた。

　平日の昼間だからかほとんど人はいない。それに子どもを遊ばせるような道具もないから子どもの姿もない。たぶん元から人気ひとけがないんだろう。

　舗装されてほとんどゴミなんて落ちていない道を麻友と俺が歩く。

　麻友は俺よりも少し前を、踊るような足取りで歩いていた。

　そして突然振り向き、ロングスカートと長い黒髪を風になびかせながら俺にほほえんだ。

「今日は楽しかったです、ありがとうございます。遅くなるといけませんからそろそろ帰りましょうか。晩ごはんはなにがいいですか？」

「……いらん。というか帰らない、おまえは」

「……え……？」

「やるよ」

　俺は普段から持ち歩いているバッグの中から厚みのある封筒を取り出して麻友に渡した。

「これは……」

　中身を見た瞬間、麻友の眉間に皺が寄った。入ってる金は20万ほど。麻友にばれないようにトイレに行くふりして下ろしてきた。

「足りないか？」

「足りるとかじゃなくって……！」

「これだけあればひとりでしばらく生活できるだろうし、おまえなら保護してくれる施設とか、自分で探せるだろ。なんならこれから一緒に本当に警察行くか？　……それとも自分の家に帰るか？」

　ふるふると、麻友は黙って首を横に振った。

　家に帰れるようなら最初から家出なんかしないな。

「……面倒くさいですか？　私みたいな子は」

「たしかに面倒くさいな」

「そうですか……」

　麻友は顔をうつむかせ、ロングスカートを両手でぎゅっと握りしめた。

　まるで親にひどく怒られた子どものようだ。

　ずっとそうしてきたんだろう。

「だけど嫌じゃない」

　俺の言葉に麻友は顔を上げた。

　俺は目を背けることなく、麻友の顔を見続けた。

「でも俺はおまえの家族なんかになれない」

「それは私も、ですか……？」

「……さぁな」

　俺は答えを曖昧にしてごまかした。答えなんて用意していない。俺もわからない。

　でも、たしかなことはこれ以上傷を舐め合うような生活をしていたら戻れなくなること。

　終わるのは早いうちがいい。

　舐め合っていた傷口が新しい傷になってしまう前に。

「それじゃ、仕方ないですね」

　麻友は深々と俺に向かって頭を下げた。

「いままでお世話になりました、ありがとうございます」

　そしてくるりと背中を向けると、そのまま歩き出した。

　これでいい。

　俺は立ったまま煙草を取り出し火をつけて




「……なんて、本当に出ていくわけないじゃないですか！」




　前を歩いていたはずの麻友がこっちのほうを向き、駆けてきた。そしてそのまま俺の胸へと抱きついてきた。火が消えたライターが俺の手からこぼれおちて地面に落ちた。

「……傷の舐め合いだっていいじゃないですか……」

　言葉が胸に刺さった。

「……なんで……俺そんなことひとことも……」

「言わなくてもわかります。……だって」

　麻友は顔を上げた。笑っていた。そして泣いていた。

「私も同じこと考えていたから」

「…………」

　えへへ、と麻友は笑った。でも、涙がぽろぽろとこぼれていた。

「軽蔑しますか？」

「……いや」

　するわけがない。できるわけがない。

「１週間くらいならって言ったじゃないですか……こんな中途半端なとこで追い出さないでください……」

　うなずくべきじゃないとわかっている。

　いまはいい。

　邪魔でもないし、嫌でもない。

　だけど、これ以上一緒にいてこいつの人生の責任を負うようなことになるのはごめんだ。

　俺にはもう誰の人生の責任も負う資格はない。




　わかっているはずなのに、




　俺は麻友の小さな肩を強く抱き締めていた。




　壊れそうだった。




「……それに」

「それに？」

　腕の中の麻友が言った。

「……ちゃんと食べてもらいたいんです、ごはん」
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　帰って麻友が作った飯を食べて、風呂入って、明日のバイトに備えて早めに寝ることにした。

　明かりを消してソファベッドに横になったとたん、和室の襖が開いた。

「……来れば？」

　声をかけると、黙ってうなずいた麻友が布団を引っぱってソファベッドの隣に並べた。ソファベッドと布団は高さが違う。だから麻友のほうを向くと少しだけずれた目線がこっちを見ていた。

「これからしっぽり大人の時間ですねっ」

「いや、寝るし。今日疲れたし。明日超早いし。おやすみ」

　寝転がって麻友に背中を向けた。

「……ほんとにする？」

　うしろを向いたまま声をかける俺。

「わっ、私も疲れましたし、明日超早いですからっ！」

　背後であわててもぞもぞと動き背中を向ける気配がした。

　じつは冗談でもなかったんだが、まぁいいや。

　俺はため息をひとつ吐いて、麻友に呼びかけた。

「麻友」

　顔は見えなかったが、小さく息を飲んだのがわかった。

「……名前、やっと呼んでくれたんですね」

　気づいていたのか。

　犬や猫じゃないけど名前を呼べば深く関わると思い込んでいた。

　だけど、もう逃げない。

　俺は自分と同じかたちの傷を持ったこいつから目を背けない。

　気まぐれに拾った面倒くさい家出少女じゃなく、『麻友』として見てやろうと決めた。

「おまえ、自分から１週間なんて言ってたけど、１週間後にどこか行く場所決まるわけでもなかったんだろ？」

　そしていまも。

　ひとつ小さなため息が聞こえてから、

「……そうですね……」

　麻友は答えた。

「どうするつもりなんだ？」

「……まだ、考えてません……」

「……そっか」

　俺も思いつかなかった。

　１週間すぎたらどうすればいい？

　どこに行かせればいい？




　どうしたら……俺が納得する？




　思いつかないまま、５日目がすぎた。





◆６日目




　麻友が作った朝食を食べてアパートを出た。

「いってらっしゃい」

「おう、いってくる」

　軽い挨拶をして別れる俺たち。

　今日も午前中のバイトが終わればドラッグストアに行くことになっている。もちろん向かった。働かなければ生きていけない。

　ただ最近はその理由も変わってきたような気もする。

「比良くん、ちゃんとゴミ捨てた？」

　バックヤードから新しいトイレットペーパーを出していると本田さんが俺に声をかけてきた。気のせいかいつもより距離をとられている気がする。失礼な、人を細菌テロ扱いしやがって。

「捨てましたよ」

　麻友が。

　部屋にあったゴミはほとんどなくなった。いまなら誰かを呼んでも玄関前で立ち去られることはない。

「そう？　じゃあ今度こそ遊びに行っていい？」

「いや……それは……まだ散らかってるんで……」

　ごまかして断ろうとした。

　が、やめた。

「……じつは一緒に住んでるやつがいるんで……」

「えっ、比良くん彼女と同棲してるんだ！」

　女とも言ってないし、同棲とも言ってないぞ。

　だけど、まぁ……。

「……はい……」

　俺は素直に返事した。

「もーう、それならそうと早く言ってくれればいいのにー。半年前のゴミがあるだなんてリアリティのある嘘つかないでよね」

　言ったときは嘘じゃなかったんだけどな。

「じゃあ、今度その彼女さんと一緒に遊びに行こうか？」

「……まぁ、聞いてみないとわかんないんで……」

　適当にごまかしながら俺は仕事に戻った。

　聞いたらうなずいてくれるだろうか。

　きっとやたら面倒くさいことを言いながらも

『ま、まぁ、克樹さんがそこまで泣いて頼むのなら、私も克樹さんの仕事の人間関係を円滑にするために努力してあげないこともありませんけどっ』

　とうなずいてくれるはずだ。
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　明日、１週間になる。




　俺はやっぱり麻友を部屋から追い出すことにした。

　追い出して、家に帰す。保護してくれるようなところを探すのもいい。

　このままずっと俺の部屋にいるのはきっといいことじゃない。俺にとっても、麻友にとっても。

　でもそれで終わりにはしない。

　麻友にとっていちばんいい結果を一緒に探す。

　それが俺のそばにいることなら、一緒にいる。




　帰ってそう告げようと決めていた。







　アパートの窓からは新しい洗濯物が揺れていた。もう夕方だっていうのに出しっぱなしか。少し前の俺だったら気にするはずもなかったのに。

　ドアには鍵がかかっていた。だから自分の鍵を使ってドアを開けた。

「いるのか？」

　声をかけても返事はない。玄関に麻友の靴はない。

「買い物か」

　仕方ない、帰ってくるのを待つか。

　俺は窓にぶら下がったままの洗濯物を取り込み、煙草を取り出して火をつけた。30分もすれば戻ってくるだろう。







　１時間すぎても、２時間すぎても……日付が変わる時間になっても麻友は帰ってこなかった。




　いつの間にか７日目になっていた。





◆８日目




『帰ってきたらここにいろよ』

　という書置きを玄関前に残して昨日は部屋を出た。

　バイトから戻ってくると書き置きの場所は変わらず、部屋の中はあいかわらず誰の気配もなかった。

　夕飯をコンビニに買いに行く気にはなれず、その晩はカップ麺を食べた。味気なさすぎてコショウを入れすぎた。




　麻友はどこに行ったのか。




　帰ったと考えるのが自然だろう。

　俺だってデートに行ったときに１週間すぎるのも待たずに追い出そうとした。だから買い物に行った際に家族に会って、そのまま家に帰りたくなったのかもしれない。

「……んなわけあるか」

　スーパーでの様子を見るかぎり、あいつらは顔を合わせても挨拶ひとつしやしない。

　じゃあ、母親ではない、別の麻友の知り合いに会ったとか？

　麻友が家を出た理由を考えた。

「…………」





＊






　だから俺は今日バイトを休んだ。

　そして駅前のスーパーに開店時間前から立っている。

　……麻友の母親に会うために。

　もしかしたら来ないかもしれない。

　母親には会えたとしても、麻友には会えないのかもしれない。

　それならそれでいい。あいつが自分なりの生活をしているんなら、それでも。俺が納得できる結果に収まっていればいいんだ。

　ずっと待った。腹が減ったときは自動販売機のジュースと煙草でごまかした。便所に行きたくなったらできるだけ早く戻ってきた。




　そして夕方頃、ようやく数日前に見た女性がスーパーに入っていくのが見えた。声をかけたくなる衝動を抑えてスーパーから出てくるのを待った。かなり時間をかけて店から出てきたというのに、持っている荷物は入ったときと変わっていなかった。

　俺はその女性のうしろを距離をとりながら歩いた。

　ずっとうつむきながら歩くうしろ姿はどこか麻友に似ていた。麻友は通りすがりの主婦だとあからさまな嘘をついていたが。

　そして女性は住宅街に入り、周囲と比べてなんの変哲もない、言うなればまったく目立たない灰色の家のひとつへと入っていった。

　ねずみ色のドアはすぐに閉じられ鍵が閉められる音が聞こえた。

　俺はドアに近づき、近くのインターホンを押した。




　ピンポーン。




　出てこない。




　ピンポーンピンポーン。




　やっぱり出てこない。

　居留守だということはわかっている。

「…………ちっ」




　ピンポーン、ピンポピンポピンピンピンピンポー、ピンポーン。




　連打。とにかく連打。軽くＤＪ気分で楽しくなりかけたところで鍵が開く音がした。ドアが少しだけ開いてさっきの女性が怯えた顔を見せた。扉にはチェーンがかかっていた。

「あの……どなたでしょうか？」

「俺は麻友の知り合いです」

「あ……」

　思い出したのか、女性、麻友の母親は小さく口を押さえた。違う方向を見ていたから覚えられていないかと思っていたが。

「……麻友は……お友だちと遊びに行ってます」

　床に視線を落としながら麻友の母親は答えた。

「本当に？」

　普段行ってる店はと聞いたらスーパーの看板を指差したあいつが？

　友だちいねえんじゃねえの、あいつ。

「……はい」

「……ふーん」

　たとえそれが嘘だとしてもこの中に踏み込む権利は俺にはない。

　だけど家には帰ってきたってことか。それにここが麻友の家だということは確定した。

　あらためて出直そうかと思った。

　そのとき。




　家の奥からなにかを怒鳴りつける男の声、物が落ちて壊れる音、そして「いやっ、いやです！」という麻友の悲鳴が聞こえた。




　俺はあわてて閉ざされようとしている扉に手を差し込んだ。

「あぐっ！」

　わかっていたけど指を強く挟まれてしまった。だけど抜き出すことなんて考えずにドアの端をつかんだ。

　あわてたようにドアは再び開いたがチェーンはかかったままだ。

　それでもドアを開けようとする俺の指。それを１本ずつ外そうとする麻友の母親。

「か、帰ってください！　お願いします！　……なにも聞かなかったことに……」

「できるかよ！　中に入れろよ、くそったれ！」

　俺はドアを閉めさせまいと力を入れ、チェーンを外すために中へと手を伸ばした。だけど外からじゃ難しい。

　それに麻友の母親が必死になって、まるで自分の人生を懸けているかのように俺の指を外そうとしてくるから扉は開けることも閉まることもできずにいる。

「お、お願いします！　麻友のことはなにも見なかったことにしてくれれば、そうすれば私も幸せになれるはずなんです……！」

　麻友の母親の言葉に一瞬のうちに頭の血液が逆流した。




「あんた麻友の家族だろ!?　俺を追い出して娘に無理強いさせて、なにもかも隠してしまうのがあんたの役目なのかよ!?　親ならほかにやらなきゃいけないことがあるだろうが！」




　それがあんたたちの役目なのかよ。

　ずっと叫びたかった言葉が胸の奥から飛び出た。




「…………っ！」

　息を飲む音が聞こえた。

　俺の指にかかっていた手が離れ、チェーンの鎖を外した。

「私は……！　私はただ、誰かに……！」

　その場に座り込み両手で顔を押さえ、しくしくと泣き出す麻友の母親。

　俺はそんな彼女を一瞥してから見知らぬ家の中に飛び込んだ。

　麻友はどこだ？　さっきの音はどこから聞こえた？

「麻友！」

　俺は家中に聞こえるように叫んだ。




「……克樹さっ……」




　一瞬遅れて聞こえた麻友の声と激しく人間が暴れる音。

　俺はそうだと思ったドアのノブに手をかけて、おもいきり開けた。

　薄暗くても整理整頓されているおかげでなにが置いてあるかよくわかる部屋。

　机と椅子と少女漫画が並ぶ本棚がある、あいつらしい部屋。

　そのあいつは、ベッドの上で知らない男に口を手で塞がれながら涙目でうめいていた。体格はいいくせに身に着けているシャツや貴金属は嫌味なくらいに派手な男に。

「んっ、んーっ！」

　俺の姿を見てより強くジタバタと暴れる麻友。

「うぁああっ!!」

　俺は麻友を抑え込もうとしている男の斜めうしろから体当たりした。麻友に気を取られてくれたおかげで驚くほどあっさり男ははじき飛んでくれた。

「麻友！」

「克樹さんっ！　克樹さ……！」

　半分ほど肩をはだけた麻友が俺にひし、と抱きついた。抱き返すと小さくて細い肩が初めて会った晩のときのように小さく震えていた。

「麻友……」

「……っ!?　克樹さん危な……」

　俺の肩越しになにかを見た麻友が悲鳴を上げた。

　うしろなんか見なくても男が俺のうしろへと動いた気配でなにが起こっているのかわかっていたが、俺は逃げることなく麻友の小さな身体を抱え込んだ。

　ガツッ！

「いっ！」

　うしろから硬いもので殴られた。

　ガツッ！　ガツガツッ！

　何度も何度も。

　たぶんそこにあった椅子で殴られてるんだろうなー、なんて他人事のように考える俺。

　背中は砕けたかと思うほどズキズキと痛い。額から垂れた赤い血がぽたぽたと落ちて、俺の下にいる麻友の頬を汚した。

「ぃやあああああっ！　克樹さん、逃げてっ逃げてください！」

　逃げたらおまえに当たるだろうが、ばーか。

　面倒くさいから言わないでおいた。

　そして小柄な麻友をひたすらに抱きしめた。




　本当になにもかも面倒くさい。




　背後で「おい包丁！　包丁持ってこい！」と男が叫んでいるのを聞きながら俺は意識というものを手放した。





◆９日目




「……あれ……？」

　さすがに死んだ、いや殺されたかと思ったのに。

　気づいたら目の前には淡く光る蛍光灯が並ぶ天井があった。

　鼻につく消毒薬の匂い、遠くで聞こえる患者を呼び出す放送。

「……病院か」

　とりあえず身体を起こそうとしたら鈍い痛みが背中に響いた。それ以上にギブスに固定されてるからひとりでは起き上がれそうにない。手足は動かせるのに。中途半端に不便だ。右手にはガーゼと包帯が巻いてあった。見えないが頭にも二重三重に包帯が巻かれている。

　首を動かして周りを見ると、ここは個室で、俺以外には誰もいなかった。

　動けないなら誰か来るのを待つしかない。せめて便所に行きたくなる前に来てくれよ。

　……なんて思ってたら本当に行きたくなった。

　おいおいおいマジかよ。どうすればいいんだ。下半身にごわごわしたものを感じるけど、もしかしてこれオムツか。ひとり赤子プレイとか上級者すぎるだろ、勘弁してくれ。

　どうにかひとりでも動く方法を模索しているとドアが開く音がした。

「あ、起きたんですね」

　花が飾られた花瓶を抱えた麻友だった。俺の部屋にいるときのとは違う色だったが無地のブラウスにロングスカートという麻友らしい格好だ。

　花瓶をベッド脇の机の上に置き、麻友はそばにある小さな椅子に腰かけた。

「無理しちゃいけませんよ。ヒビは入ってないけど筋を痛めてるそうです。明日になったら動けるようになるってお医者さん言ってました」

「明日か……」

「心配しなくても明日までのお世話は私が全部やってあげますから」

「おまえは大丈夫なのか？　……身体のほうとか」

　１週間家出少女だった麻友におまえの都合はどうなんだと聞くのはいまさらな気がした。

「だ、大丈夫ですよっ。叩かれたとこももう痛くないし…………克樹さんが来てくれたから本当に大丈夫です……」

　うつむきながら麻友は答えた。耳が赤く染まっているのが見えた。

「そっか、よかった」

　俺は大きく安堵のため息を吐いた。

「なんで俺、助かったんだ？」

　重要なことも確認したし、あらためて気になっていたことを聞いた。

「それはですね……」




　そして麻友は俺が気絶したあとなにが起こったか、ついでにどうして家に戻っていたかも教えてくれた。

　俺の予想どおり、麻友は買い物の途中であの男に会い無理やり連れ戻されていた。

　その日は男の都合で乱暴されなかったが部屋にずっと閉じこめられていた。そしてあらためて昨日犯されそうになったところに俺が来たらしい。

　気絶したあとも麻友の身体を抱き締め続ける俺にキレた男は台所から包丁を持ってきた。麻友の母親は一応止めてくれたらしいが。

　そして気絶したままの俺に包丁を振り上げた瞬間、近所の通報でやってきた警察に捕まえられた。

　見知らぬ不審な男が玄関先で麻友の母親と揉めていたから通報されたらしい。となると本来捕まえられるべきなのは俺だったようだ。




「……でもああいう状況だったら義理の娘に乱暴されてキレた父親が、なんて思われてるんじゃないのか」

　俺は半裸の麻友を抱きしめながら気絶したことを思い出しながら聞いた。

「いえ、それは私がしっかりと状況説明しました。しっかりと」

「しっかりと……」

　こいつが。説明を。

　どんな説明をしたんだ。

　……深く考えるのはやめよう。傷の治りが悪くなるような気がする。

「本当に、いろいろとありがとうございました」

　麻友は俺に向かって丁寧に頭を下げた。

「おい、いまさらなんなんだ。だいたいだな、おまえが素直に礼を言う姿なんて気持ち悪い…………麻友……？」

　いつまで経っても頭を上げようとしないから俺は名前を呼んだ。気持ち悪いだなんて言ってしまったから傷ついてるのか？　いや、こいつはそんなやつじゃない。だいいち本当に気持ち悪いと思ってるわけじゃなくて、どっちかと言うと……。

「……来てくれるとは思ってませんでした……」

　顔を上げないまま麻友は言った。

「俺だって行くとは思ってなかったよ。ただ……」

　あらためて言うのは気恥ずかしい気もするが、言うことにした。

「……おまえが幸せにならないと俺が納得しそうになかったから」

「納得、ですか」

「そうだな、納得だ」

　自分と同じ傷を持つ存在がどんなことになるのか見たかった。できるなら幸せになってほしかった。

　俺がそうならなかったぶん。

　愛情でも哀れみでもなく、ただ納得したかった。それだけだ。

「……幸せになれそうか？」

「……わかりません。……だけど」

　麻友の手が俺の指を握り込んだ。麻友は顔を上げて、笑った。




「こうしてるいまは幸せだと思います」




　なにやらくすぐったい気持ちになって俺は軽く身じろぎした。

　……というか便所行きたい。

「どうしたんですか？　背中かゆいんですか？」

　落ち着きなく身体をもぞもぞとさせる俺に麻友は首を傾げた。

「あー……じつはさっきから便所行きたくて仕方ないんだが。ちょっと起きるの手伝ってくれないか？」

「嫌です。だが断ります」

「んなっ!?　世話するって言ったのは嘘か！　ここで苦しむ俺を観察するつもりか!?」

「いえいえ、それも楽しそうですけど。無理に起こさないようにって言われてます。それにオムツしてるって看護婦さん言ってましたよ。だからそのまましちゃっても大丈夫です。あ、恥ずかしいなら私、部屋出てますから」

「マジかよ……いや、ちょっと待て」

　俺は首を動かして机の下に置いてある尿瓶しびんを見つけた。

「麻友、それだっ。その尿瓶を使うんだ」

　尿瓶でやってもらうのも恥ずかしい気がするがオムツより数倍マシだ。

「え、ええっ!?」

「俺の世話をするって言っただろ。早くしろ」

「そう、ですけど……」

　はぅぅ、と麻友はうめき、俺の着ている患者用のパジャマに手を伸ばした。よく見えないがテープが剥がされた音と下半身のごわごわ感が消えたことからオムツが脱がされたことも理解した。

　よかった。できるなら一生世話になりたくない。いろんな意味で。

　そばのゴミ袋になにか（たぶんオムツ）が捨てられる音と下半身が外気にさらされる感覚。なのにペニスに容器があてがわれる感覚はない。首を動かせば様子を見ることもできるがさすがに自分の排泄の世話をされているところは見たくない。

「早くしろって……うっ、……もう、ダメだ……がっ、我慢できない……！」

「ままま待ってくださいっ！　いま！」

　わざと焦ったふうに言うとやっとペニスになにかの容器があてがわれた。

「ど、どうぞ！」

　そんなに緊張されると出るものも出てこねえよ。

　と思ったが一度出始めたら最後まで出てくれた。じょぼじょぼとプラスチックの容器を叩く水の音が我ながら情けない。

「ふー……あ、もういいぞ」

「はっ、はい」

　ペニスから容器は離れ、麻友が中身や尿瓶を片づける音が聞こえた。

「そっ、それじゃ拭きますねっ」

「ん、ああ」

　べつにいいんじゃ、とも思ったが任せることにした。

　トイレットペーパーらしきものを持った麻友の手が俺の陰茎を上下に擦り、亀頭をやわく握り込む。

　おいそれじゃ拭くっていうより……。

　案の定。

「ひゃっ!?　おっ、大きくなりましたよっ」

「あー……」

　首を動かして俺にとっての真下を見ると、そこには緩く勃起している俺のペニスとトイレットペーパー片手に固まっている麻友がいた。













「舐めてもいいぞ」

「舐めません！」

「吸ってもいい」

「吸いません！」

「少しなら噛んでもいい」

「かっ、噛みません！　ば、ばかっ！　克樹さんのばかっ！」

　勃起したペニスの前で顔を真っ赤にする麻友。おまえそれを自分の中に入れてあんあん喘いでたこと忘れてないだろうな？

　さすがにからかいすぎたかと思っていたら、トイレットペーパーも捨ててなにも持っていない麻友の手がちょこんと先端に触れた。

「……な、舐めて吸って、ちょっとだけ噛めばいいんですよね？」

「な……いやいやいや冗談だから！　こんなとこでそんなことしたら誰かに気づかれるだろ！」

「で、でも」

　半勃ちになったペニスと俺の顔を交互に見て、麻友は不安そうな顔をした。やめろ恥ずかしい。

「大丈夫だ。ほっとけば治る」

　……たぶん。





＊






　しばらく麻友は俺のそばにいてくれた。

　起きるのを支えてくれたり、トイレの入り口までついてきてくれたり。腕は動いたから食事程度なら問題なかったんだが、麻友が積極的に手伝おうとしたから……まぁ、ちょっとだけ甘えてみた。

「本当は退院するまでお世話したかったんですけど」

　窓の外が完全に暗くなった頃、麻友は言った。

「私、明日から授業に出ます」

「そうだな、そのほうがいい」

「いままで本当にありがとうございました」

　そう言って、もう一度麻友は深々と頭を下げた。

「……私、あなたのこと……」

「ストップ」

　頭を上げて開いた麻友の口を俺は手で塞いだ。

「それ以上は言わないほうがいい。俺がおまえを拾ったのも身体を重ねたのも全部傷の舐め合いだ」

「傷の……」

　見捨てることはできなかったんだ。それはお互いに。相手を見捨ててしまえば自分を見捨てることになってしまう。麻友と俺は同じ存在だった。

　だけど。

「おまえは俺と同じ傷を持ってるけど俺とは違う。まだ取り戻すことができる」

　俺はもう無理だ。

　すべてを捨てる生き方が身に染みすぎた。

　もう一歩を歩み出すなんてできそうにない。

「私は克樹さんの家族になれませんか……？」

「……なれるから、ダメだ」

　俺なんかといて幸せになれるわけがない。

　このまま俺のことは忘れて、俺じゃない誰かと一緒になって幸せになってくれれば……。

「麻友？」

　黙り込んだ麻友が顔をうつむかせたまま震えていた。

「克樹さんのヘタレーーっ！」

　そして顔を上げたかと思うと、吠えた。

「んなっ！」

「ヘタレです、ヘタレキングです！　ずっと思ってましたけどエッチなくせにヘタレですよね！　こういうときは『俺が幸せにしてやるよ……』って背景にバラを背負いながら言うものじゃないんですかっ!?　もしくはうしろから抱きしめて『おまえがいないと俺は飛ぶことを忘れた鳥のままだ』ってパターンに持ち込む気なんですか!?　それはさすがにどうかと思いますよ！」

「いや、どっちも嫌だ。というか無理だ」

　つかこいつの歪んだ情報源は少女漫画か。最近の少女漫画は間違ってるな、いろんな意味で。

「それとも……突き放して、最初から無理だったなんてあきらめてしまえば、再び傷つくこともないと？」

「…………」

「わかりました、ヘタレキングの克樹さんに私が期待するほうが間違ってました。いいでしょう」

　椅子から立ち上がり、麻友は俺の手を握りながら言った。




「私が幸せにしてあげます」




　麻友の背後にバラが見えた気がした。

「え……」

　きゅん、と俺の心臓が高鳴り……って、おい。

「いや待て待て待て、いまのはおかしいだろ」

「おかしくありません。いいですか、克樹さん」

　麻友の手が俺の頭をそっと撫でた。

「――好きな人に幸せになってほしいのはいけないことですか？　それが幸せだと思うのもいけないことですか？」

　麻友の手は俺の頭を撫で続ける。

　それは俺がずっとほしかったもの。そして誰かにあげたいと思っていたもの。

「……わかった。わかったから」

　そうだ、最初は傷の舐め合いだったかもしれない。見捨てることができなかったから拾ってきた。優しくすることで自分も優しくされてるような気がした。

　だけどいま抱いている感情は過去についた傷を癒すためのものじゃなく、もっと先にもっと未来にあるもので――。




「俺が幸せにする。おまえも、俺も」




　生きるのは面倒くさい。

　家族は面倒くささを押しつけ合って生きるものだ。




　こいつひとりくらいの面倒さなら付き合ってやろうと思った。





　家出少女らしきものを拾った。




　本当なら「保護した」と言わなければいけないんだろうが。

　首から『拾ってください』なんて書いた札をさげていたら拾ったと言わざるをえない。




　そいつはあいかわらず無地のブラウスとロングスカートを着て、俺の部屋の前に座り込んでいた。首には段ボールで作った札をさげて。




　あれから麻友の母親はすぐに入院してしまった。心のほうを患ったようで娘であるはずの麻友は母親の精神的健康のために面会することができない。




　だから今日から俺の部屋で暮らすことになった。




「鍵持ってるんだから入ればよかったのに」

「いえいえ、あらためて拾ってもらうんですからやはりかたちから入らないと」

　かたちってなんのかたちだ。

　少女は、麻友は立ち上がり、スカートについていた埃を払い、札を軽く持ち上げながら言った。




「拾ってくれますか？」


（了）
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